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岩手県オイルターミナル（株）　被災状況および経過

【震災日時】
平成23年3月11日（金） 午後2時46分　 　震度6弱（M9.0-最大震度7）

〃 午後3時15分頃　 大津波により被災
（IOT付近11.7ｍ-4/16岩手日報より）

【被災状況】
1.事務所

・屋根上数メートルの大津波により壊滅
・石油出荷システム、元売端末および机備品等全て流出
・バックアップディスクの持ち出しにより、3/10までの弊社管理のデータは復旧可能

2.石油タンク
・地震、津波による傾きや破損流出は外見上みられない。
・T-301,T-201犬ばしり下部の地面が波により抉られている部分が一部ある。
・各タンクの雨水侵入防止部分から見た場合、タンクが移動した痕跡は確認されなかった。
・タンク周辺での津波到達高さは、側板の痕跡状況から約４．５～５mあったと思われる。
・T-101,T-102,T-201の浮き屋根の沈下は確認されなかった。
・液面計及び温度計の損傷個所が数ヶ所確認された。
・タンク払出し元弁開閉遠隔操作装置がすべて損傷した。また、開閉操作架台も基礎部分から抉り取ら

れた。

3.石油配管
・配管ラック２ヶ所が倒壊し、泡消火配管並びに石油配管(PG)、LPG配管、散水配管が損傷した。
・石油配管のPG配管は、受入並びに払出しとも損壊し、受入側は全長の1/3、払出側は全長の1/2が

損壊した。尚、損壊部分からの油漏れが発生した為、配管内の油抜きを行いタンクと縁切りを行った。
・タンクヤ－ド内の配管は、T-201(受入・払出とも)及びT-401払出側元弁フレキシブルチュ－ブから10

m先部分が基礎部分から損壊して歪曲した。その他、ベント配管の歪曲が部分的に確認されたが、
全体的に被害は逃れた状況にある。

・全ての配管系統からの油漏れは確認されなかった。
・ポンプヤ－ド内の配管は、大きな被害は無いものの配管ラックの倒壊の影響を受け、消火配管がベ

ント配管と接触し損傷した部分が発生した。
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　　4.タンクヤード
　　　　　・津波によりタンク1/3の高さまで浸水し、翌日朝の状況はタンクヤード内が水に浸かるが、油の流出は
            確認されなかった。
　　　　　・海水が引いた後、配管に大きな損傷は見られないが、タンクヤード内の土砂は浸食され歩廊等は損壊、
            配管の一部歪曲等が見られる。
　　　　　・タンクヤード内の土砂は波で洗掘状態となった。
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　　5.石油積込場場
　　　　・浸水はロ－デインクア－ム高さまで達した。
　　　　・出荷システム(アドパックシステム)は全て損壊状態になった。
　　　　・流量計関係では、指示部の損壊脱落箇所が数ヶ所確認されたが油の流出はなかった。
　　　　・ロ－デングア－ム本体の損傷は無かったが、ジョイント部分からの油漏れが２ヶ所確認され油漏洩処
　　　　　置を施した。
　　　　・配管関係では、流出物との接触で立ち上がり部分の配管が屈曲した箇所が数ヶ所発生した。

　　6.桟橋設備
　　　　・桟橋設備は衝撃波を受けず、海面上昇で全て冠水状態に至ったと推測される。
　　　　・作業船２隻が流失し、行方不明状態である。→その後海底から1隻発見された。（海上保安部）
　　　　・受入ホ－ス３本が海面に垂れ下がった状態であった。
　　　　・配管関係の損傷は無く、油・ガス漏洩は確認されなかった。
　　　　・受入プラットホ－ムから接岸ドルフィンに渡る歩廊が脱落して海中に落下した。
　　　　・鋼管杭状態並びに海底の洗掘等の変化の有無についての調査を4/9実施した結果、鋼管杭に異常は
　　　　　確認されなかった。また、洗掘等の異常も確認されなかった。水深は-11mと被災前と変わらない結果
　　　　　であった。
　　　　・地震の影響で地盤沈下。桟橋全体を見ると５０～６０㎝海面が高くなっている。
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　　7.LPG施設
　　　　　・タンクの移動沈下は確認されなかったが、タンク基礎周辺の沈下が部分的に確認された。
　　　　　　タンク基礎と基礎地盤面に隙間が発生している。
　　　　　・タンクT-11の各ブレ－シングが地震の影響により擦れ有った跡が確認された。T-12は発生痕はなし。
　　　　　・配管関係では、ベーパ－配管１本が屈曲している状態である。
　　　　　・ガス検知警報設備は全て損壊状態となった。
　　　　　・散水設備では、ポンプから散水ヘッダ－までの配管が損壊状態となった。
　　　　　・ポンプ室は、外壁・窓・扉が損傷したが他の設備は異常は確認されなかった。
　　　　　・LPG試験器具(ガスクロマトグラフィ－装置、銅版腐食装置、硫化水素検知等)が流失や損傷を受けた。
　　　　　・T-11脚注の耐火コンクリ－ト部分の亀裂が進行していた。
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　　8.防消火設備
　　　　・貯水タンク、泡原液タンクの被害は逃れたが、エンジンポンプ３台は浸水状態に陥り運転不可となった。
　　　　・泡消火配管は、配管ラックの倒壊に伴い損傷した。損傷範囲は、各タンク、積込場への配管が基礎部分
　　　　　から洗掘され損傷状態となった。
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　　9.電気設備・空気供給設備
　　　・電気室内の受電設備は全て壊滅状態となった。
　　　・電気室から現場間の配線経路も寸断状態となった。
　　　・空気供給設備は、空気圧縮機３台とも破壊状態となった上、各現場への供給管路は寸断状態となった。

　　10.建屋関係
　　　・管理棟、会議室棟、運送会社棟、電気室棟、危険物倉庫棟、LPGポンプ室、オイルフェンス格納庫は、
　　　　外壁の剥がれ、鉄骨の切断・屈曲、照明器具の脱落等の被害が発生した。
　　　・点検上屋、書庫棟、工事業者詰所は建屋ごとに流失損壊した。
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　IOTの状況について　

【被災後の経過】

　平成２３年

　　３月１１日（金）　　大地震および大津波発生

　  　・地震直後緊急措置実施。役職員全員無事避難。

        当日夜は釜石商工高校に避難泊

　　３月１２日（土）

　  　・朝現地確認。甚大な被害の確認後それぞれ解散。

　　   （タンクの流出および倒壊はなし。また破損した配管等からの油の流出もないことを確認。）

　　３月１４日（月）

　  　・県災害対策本部より緊急車輛用等として緊急石油出荷の要請あり。

　　３月１５日（火）

　  　・出資元売（コスモ・JXE・昭和シェル・東燃ゼネラル）および非出資会社（全農・カメイ）に対し買取り

        要請をし全社から承諾を得る。 上野社長（副知事）視察

　　３月１６日（水）

　　  ・災害対策本部及び消防署と緊急出荷について協議、災害有事として協力会社（運送会社）の協力を得て

　　   石油緊急出荷開始（手動対応）。併せて構内の瓦礫等の撤去作業等を開始する。

　　県災害本部出荷実績（開始3/16～終了8/31）

　  　・ﾊｲｵｸｶﾞｿﾘﾝ-9KL、ﾚｷﾞｭﾗｰｶﾞｿﾘﾝ-320KL、灯油-407KL、軽油-1,526KL、A重油-340KL、LSA-なし

　　　　　トータル　２，６０２KL

　　　　※主な配送先　　避難所、病院等。

　　　　※県がガソリンスタンドを丸ごと借用―ピストン輸送し、緊急車両（許可書制）のみ給油可能

　　３月２４日（木）

　  　・本基地全体の設計・施工会社や保管会社等復旧に向けて順次始動。

　　３月３１日（木）

　　  ・仮設事務所を設置、翌日事務所のみライフライン復旧。（電気、ガス、水道）

　　５月１９日（木）

　  　・株主である石油ガス元売会社で構成される運営委員会開催を開催し復旧についての協議開始。

　　１１月１日（水）
　　　・震災から８か月　出荷再開

　平成２４年
　　６月４日
　　　・創業以来無事故無災害及び震災後の迅速な緊急出荷等が評価され
  　　   消防庁長官　 「優良危険物関係事業所表彰」受賞

再建工事費 約１１億円

工 期 Ｈ２３.６～Ｈ２３.１２ （暫定出荷予定 １１月上旬目途）

資金手当 油槽所機能早期復旧事業補助金、津波保険、借入金
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住民参加と復興まちづくり

「気仙沼の復興思想と防潮堤を勉強する会」

• 株式会社 男山本店 代表取締役社長 （酒造会社）

日本酒 気仙沼男山・蒼天伝醸造元

• 気仙沼商工会議所 会頭

• 日本商工会議所観光・インバウンド専門委員会共同委員長

• （一社）気仙沼地域戦略 理事長 （DMO法人）

• 気仙沼学びの産官学ｺﾝｿｰｼｱﾑ運営委員会 副委員長

• 気仙沼ＥＳＤ／ＲＣＥ推進委員会 委員長

• スローフード気仙沼 理事長

• 気仙沼市復興会議 委員

• 内湾地区復興まちづくり協議会 会長 （地域組織）

• 気仙沼地域開発株式会社 代表取締役（復興まちづくり会社）

1
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• その場しのぎ、一時的なものではなく生活の場を
継続して維持できること

• 人と人、人とまちがつながり新たなチャレンジの
循環が生まれていくこと

• 地域の強みを最大限に活用して地域外市場から
稼ぐ力を高め地域内において効率的な経済循環
を創り出すこと

持続可能な地域

お金の循環・人の循環・エネルギーの循環・環境の循環

資源の循環・想い（やる気）の循環・装置の循環

世代を越えて環境・経済・（人間）社会の3要素がバラン
スの取れた社会

• これまで進めて来た個別の優れた取り組みを連携・
連動させ実効性のあるものにしていく

• イノベーションや新しいチャレンジの連鎖が起きる環
境整備や事業者支援を行っていく

• そして、そのチャレンジの連鎖にまた人が集まって
好循環を創り出していく

• 縦割りを超えてつなぎ合わせていく

• それが持続可能な地域づくりへの道筋であり、人口
減少の対策にもつながる

持続可能な地域にしていくために

4

3
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あらためて

気仙沼とはどんなところ

気仙沼

東京

一ノ関→気仙沼
JR 大船渡線
(約１時間半)

東京→一ノ関
東北新幹線
(約2時間半)

 人口: 58,174（2023.5月末）
 三陸復興国立公園
 さめ、メカジキ、生鮮がつお水揚げ日本一
 特定第三種漁港
 「おかえりモネ」の舞台

一ノ関

5

6
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(出所）水産庁「水産物流通調査」（2015年）速報値をベースに、わかめ、オキアミ類は「海面漁業生産統計調査」（2015年）の生産量を追記して作成。

全国シェア：７４％

さめ類

全国シェア：７１％

めかじき（生）

全国シェア：４３％

かつお（生）

全国シェア：２０％

まかじき（生）

全国シェア：１０％

さんま

全国シェア：１０％

わかめ

全国シェア：２５％

びんなが（生）

全国シェア：１４％

オキアミ類

気仙沼市に水揚げされる主な魚 7

日本一発達した水産クラスターを形成

遠洋・近海・沿岸漁業と無給餌養殖

漁業を支える関連産業群

付加価値を高める水産加工業

7
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Experience the unique

beauty of the Sanriku Coast

9

高速交通体系の整備から大きく遅れた
おかげで

住んでいれば当たり前だが、三陸地域には海、山、川の
豊かな自然環境が残されていた。

そこから育まれた質の高い様々な海の幸、山の幸があり、
それとともに暮らしてきた文化が残されてきた。

リアスの食の総合力ー海・山・川・里すべてそろう

自然な形で持続可能な地域づくりに力を
注いできた

9

10
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そういうフィールド中で、自然と調和・
共生を目指す生活体系を築き、市を
あげて持続発展可能な地域社会の
構築に向けて取り組んで来た

・森は海の恋人運動

・スローフード運動
・ESD（持続発展教育）

ユネスコスクール・SGH

ふるさとを愛する私たちは，美しいリアスの海と緑豊かな山や川など，恵まれた自然
環境と共生しながら，地域固有の食文化と生活を大切にしてきました。

しかしながら，近年，食を育んできた自然や伝統的な文化は，便利さを優先する生活
様式の変化により，失われつつあります。

地域のかけがえのない財産である風土と食文化を守り，次の世代に伝えていくこと，
そして多様性を認めあう心豊かな人間性を育み，自然と調和する住みよいまちにして
いくことが私たちの願いです。

この願いを実現するため，私たちは，心をひとつにして，ここにスローフード運動の
精神に基づき，自然と文化を守りながら，食を活かした個性的で魅力あるまちづくり
を進めることを宣言します。

１ 地域の豊かな食材を育む海や山，川などの自然環境を守り，次の世代に引き継い
でいきます。

１ 地域の風土が育んだ，伝統的な食材や料理技法，質の良い食べものと飲みものを
守り，工夫し，提供していきます。

１ 安全で安心な質の良い食材を生産する人々を守り，育てていきます。
１ 子供たちを含め，人々に，食の楽しさや味覚の大切さ，真の心の豊かさを伝えて

いきます。
１ 地域や国，信条の違いを超えて，それぞれのもつ食の多様性を認めあい，交流を

通して相互の理解を深めながら，世界の平和に寄与していきます。

「気仙沼ｽﾛｰﾌｰﾄﾞ」都市宣言
平成15年3月議会議決（1回目）

11
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International Network of  Cities 
Where Living is Good

Since 2013
The slow city movement began in Italy in 1999 in an effort to improve the quality of life 

for residents living in small towns in an increasingly high-paced, high stakes world. 

The goals of the movement are:

 To promote the cultural diversity and uniqueness of individual cities
 To protect the environment

 To provide inspiration for a healthier lifestyle

２０１１年３月１１日

東日本大震災

震災被害
 死者１，０４２人、関連死１０７人
 行方不明者２２６人
 浸水面積 １８．５６㎢（５．６％） 地盤沈下 平均70㎝
 被災家屋 ２６，１２４棟(４０．９%)
 被災事業所３，３１４事業所（８０．７％）
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防災と景観と海と生きるくらしの両立
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昭和の初め頃の内湾
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昭和の気仙沼の風情
2021カレンダーより

２００２．８
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13

内湾復興まちづくりの概要
○復興まちづくりコンペ開催→浮上式防潮堤・フラップゲート式防潮堤平成24年4月

○まちづくり協議会設立6月

○県の防潮提計画案の公表11月

○土地区画整理事業の施行区域を都市計画決定平成25年4月

○まちづくり協議会に運営会議及び分科会が設立され，具体的な検討を開始

住宅部会・商業部会・公共施設観光施設（ウオーターフロント）検討部会

○県より防潮堤計画修正案が説明される７月

○防潮堤に関する県知事との意見交換会開催（2回気仙沼で開催）8月～9月

○防潮堤に関する県との意見交換会開催（１０月５日）10月

○まちづくり協議会から市へ『提言書ver1』が提出される

○県より防潮堤計画修正案が説明される

12月

○まちづくり協議会から市へ『提言書ver2』提出（3月27日）平成26年3月

○まちづくり協議会から市へ『提言書ver3』提出8月

○まちづくり協議会から市へ『提言書ver4』提出平成27年４月

○防潮堤のデザイン検討９月

7月 防潮堤を勉強する会の活動
9月まで計14回開催

平成２８年4月 地盤隆起に伴う高さ見直しの要望書提出（知事あて）
平成３０年4月 施工ミス（22センチ問題）

6月 まちづくり会社始動

検討内容の概要
•内湾地区復興まちづくりの目標・賑わい再生のまちづくりのコンセプト

•内湾地区復興まちづくりのグランドデザイン
•土地利用配置の基本的考え方
•内湾地区復興まちづくりのグランドデザイン

•災害に強い，安心して暮らせるまち
•内湾地区における雨水（内水）排水対策及び高潮・大潮対策について
•復興まちづくりを進める上で、前提とする防潮堤整備と関連する取組み
について

•避難対策について

•道路・交通について

•公園・緑地・広場

•街並みづくりの基本方針（景観ガイドライン）

•地区別のまちづくり

•住宅・事業所の再建支援
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検討プロセスの例
デザイン検討スケジュール
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23

計画図（建築デザインのコンセプト） ※配置図・各階平面図等は別紙を参照

沿岸部交流人口拡大モデル施設整備事業補助金申請資料から抜粋P. 7
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25

迎（ムカエル）

観光のゲートウェイ

人を迎える

人が集う

49

50
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26

創（ウマレル）
気仙沼市まち人しごと交流プラザ

PIER7

新しいことが生まれる

新しいこと・新しいものを創る

51

52
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2023/11/19

27

結（ユワエル）

人が出会い、
人がつながる

53

54
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28

拓（ヒラケル）
（仮）スローフードマーケット

未来を拓く

新たなコミュニティの創出
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30

BLACK
TIDE

BREWING

KESENNUMA TO THE WORLD

気仙沼の地に根ざし地元の方々に応援される
クラフト・ビア・ブリュワリーを気仙沼の方々と一
緒に設立し運営します。世界で通用するクラフ
ト・ビアを通して「世界とつながる豊かな気仙
沼」を日本全国へ、そして世界へ発信します。

人が育つ・ことが生まれる

・調理師専門学校
・スクエアシップ（会員制シェアスペース）
・移住・定住センター
・チャレンジショップ
・ビジネスサポートセンター
・デジタル化支援ベンチャー

ひととひと、ひととまちがつながり
新たなチャレンジが生まれる。

59
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そして、ひとりひとりの一歩を
応援しあうまちへ

61

59



 
 



特定⾮営利活動法⼈ ⼤規模災害対策研究機構（CDR） 
2023 年度 ⼤規模災害対策に関する現地調査 
『東⽇本⼤震災復興状況調査（2011 年3 ⽉11 ⽇発⽣から12 年後の復興状況）』 
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【東日本大震災の概要】 

2.1 東日本大震災の概要及び被害発生状況（『東日本大震災における国立病院機構の 資１ 

医療支援活動の記録（平成 24 年 3 月）』より抜粋） 

2.2 岩手県 東日本大震災津波の記憶（抜粋） 資 7 

2.3 宮城県 東日本大震災－宮城県の発災後 1 年間の災害対応の記録とその検証－（抜粋） 資 38 

 

【復興状況】 

2.4 復興庁 復興の現状（令和 5 年 2 月 27 日） 資 75 

2.5 復興庁 復興の現状と今後の課題（令和 5 年 8 月） 資 88 
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－東日本大震災から 11 年－（令和 4 年 3 月 29 日） 
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2.8 いわて復興の歩み（2011.3ー2023.3 東日本大震災津波からの復興の記録） 資 105 
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（
１
）地
震

　
平
成
23
年
3月
11
日
14
時
46
分
頃
に
三
陸
沖
を
震
源
と
す

る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ード
9.
0の
巨
大
地
震
が
発
生
し
、
広
い
範
囲
で

震
度
６
以
上
の
強
い
揺
れ
を
観
測
し
た
。
震
源
は
宮
城
県
牡
鹿

半
島
の
東
南
東
13
0㎞
付
近
で
深
さ
約
24
㎞
と
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
14
時
46
分
の
地
震
に
続
き
、
さ
ら
に
２
回（
福
島
県
沖
、
茨

城
県
沖
）の
大
地
震
が
連
続
発
生
し
た
た
め
、
地
震
全
体
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
巨
大
に
な
り
、
国
内
観
測
史
上
最
大
、
世
界
で
も

20
世
紀
初
頭
か
ら
の
10
0年
で
４
番
目
の
M
9.
0と
い
う
地
震
規

模
に
な
っ
た
。気
象
庁
は
地
震
の
名
称
を「
平
成
23
年（
20
11
年
）

東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
」と
命
名
し
、
政
府
は
４
月
1日
の
閣

議
で
地
震
に
よ
る
災
害
及
び
そ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
事
故
に

１
 地
震
の
概
要

よ
る
災
害
に
つ
い
て「
東
日
本
大
震
災
」の
名
称
と
す
る
こ
と
を
決

定
、
発
表
し
た
。

　
本
震
に
よ
る
震
度
は
、
宮
城
県
栗
原
市
で
最
大
震
度
７
を
記

録
し
た
。
宮
城
県
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
栃
木
県
な
ど
で
の
震

度
６
強
の
他
、
北
海
道
か
ら
九
州
地
方
に
か
け
て
、
震
度
６
弱
か

ら
震
度
１
の
揺
れ
が
観
測
さ
れ
た
。
な
お
、
東
京
都
は
震
度
５
強
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名
古
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４
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大
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で
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度
３
で
あ
っ
た
。

　
本
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を
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震
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多
数
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る
。
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上
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３
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。
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萩
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市
、
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間
市
、
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市
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宮
市
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県

宇
都
宮
市
、
大
田
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市
、
真
岡
市
、
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貝
町
、
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根
沢
町

6
弱

岩
手
県

釜
石
市
、
大
船
渡
市
、
花
巻
市
、
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関
市
、

奥
州
市
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矢
巾
町
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沢
町

宮
城
県

気
仙
沼
市
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石
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角
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市
、
岩
沼
市
、

亘
理
町
、
南
三
陸
町
、
大
河
原
町
、
松
島
町
、

利
府
町
、
大
和
町
、

福
島
県

福
島
市
、
郡
山
市
、
い
わ
き
市
、
南
相
馬
市
、

二
本
松
市
、
田
村
市
、
伊
達
市
、

茨
城
県

水
戸
市
、
土
浦
市
、
つ
く
ば
市
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鹿
嶋
市
、

か
す
み
が
う
ら
市
、
東
海
村

栃
木
県

那
須
塩
原
市
、
那
須
町
、
那
珂
川
町

群
馬
県

桐
生
市

埼
玉
県

宮
代
町

千
葉
県

成
田
市
、
印
西
市

【
震
度
分
布
図
】

【
強
い
揺
れ
の
あ
っ
た
主
な
地
域
】

資
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気
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4

　
地
震
の
揺
れ
の
時
間
が
長
い
の
も
本
地
震
の
特
徴
で
あ
る
。

気
象
庁
に
よ
る
と
、
震
度
６
弱
を
観
測
し
た
福
島
県
い
わ
き
市
で

は
、
震
度
４
以
上
が
約
19
0秒
続
い
た
。
そ
の
中
で
震
度
５
強
に

相
当
す
る
揺
れ
の
部
分
が
40
秒
、
震
度
５
弱
以
上
が
70
秒
で
あ

り
、
強
い
揺
れ
が
長
時
間
続
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
な
お
、
東

京
都
心
で
も
約
13
0秒
に
わ
た
り
揺
れ
た
。

　
国
土
地
理
院
に
よ
る
G
PS
連
続
観
測（
G
E
O
N
E
T
）で
は
、

今
回
の
地
震
に
より
、
東
北
か
ら
関
東
地
域
の
広
い
範
囲
で
東
向

き
の
地
殻
変
動
が
み
ら
れ
た
。
宮
城
県
牡
鹿
半
島
は
、
東
南
方

向
に
約
5.
3ｍ
水
平
移
動
す
る
と
同
時
に
、
約
1.
2ｍ
沈
降
し
た
。

【
過
去
に
起
き
た
地
震
の
規
模
】

【
地
震
に
よ
る
地
殻
変
動
】

水
平
方
向

上
下
方
向

　
地
震
の
持
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大
き
さ
を
表
す
の
が
マ
グ
ニ

チ
ュ
ード
で
あ
り
、約
0.
2増
え
る
と２
倍
、１
増
え
る
と
約
32
倍
、

２
増
え
る
と
1,
00
0倍
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
。

　
今
回
の
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の

約
1,
45
0倍
で
あ
っ
た
。

地
震
の
大
き
さ

過
去
の
地
震

中
地
震

M
6
.2
：
宮
城
県
北
部
地
震
（
2
0
0
3
年
）

M
6
.2
：
新
潟
県
中
越
沖
地
震
（
2
0
0
7
年
）

M
6
.9
：
能
登
半
島
地
震
（
2
0
0
7
年
）

大
地
震

M
7
.0
：
福
岡
県
西
方
沖
地
震
（
2
0
0
5
年
）

M
7
.3
：
阪
神
淡
路
大
震
災
（
1
9
9
5
年
）

M
7
.9
：
関
東
大
震
災
（
1
9
2
3
年
）

M
7
.9
：
四
川
大
地
震
（
2
0
0
8
年
）

巨
大
地
震

M
8
.2
：
北
海
道
東
方
沖
地
震
（
1
9
9
4
年
）

M
8
.3
：
十
勝
沖
地
震
（
2
0
0
3
年
）

M
8
.8
：
チ
リ
沖
地
震
（
2
0
1
0
年
）

超
巨
大
地
震

M
9
.0
：
東
日
本
大
震
災
（
2
0
1
1
年
）

M
9
.1
：
ス
マ
ト
ラ
島
沖
地
震
（
2
0
0
4
年
）

M
9
.2
：
ア
ラ
ス
カ
地
震
（
1
9
6
4
年
）

M
9
.5
：
チ
リ
沖
地
震
（
1
9
6
0
年
）

資
料
：
国
土
地
理
院

陸
域
は
国
土
地
理
院
の
G
PS
連
続
観
測
、
海
域
は
海
上
保
安
庁
海
洋
情
報
部
の
海
底
地
殻
変
動
観
測
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
地
殻
変
動
を
示
す
。

資料－2



東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
N
H
O
の
支
援
活
動
の
記
録

5

（
２
）津
波

　
地
震
は
太
平
洋
プ
レ
ート
と
大
陸
プ
レ
ート
の
境
界
で
発
生
し
た

海
溝
型
地
震
で
、
震
源
域
は
岩
手
県
沖
か
ら
茨
城
県
沖
ま
で
南

北
に
50
0㎞
、
東
西
に
20
0㎞
と
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め

大
規
模
な
津
波
が
発
生
し
た
。
地
震
か
ら
お
よ
そ
30
分
後
に
岩

手
、
宮
城
沿
岸
に
最
大
波
が
到
達
。
さ
ら
に
そ
の
１
時
間
後
に

東
日
本
太
平
洋
沿
岸
の
全
域
に
津
波
が
到
達
し
た
。
津
波
は
日

本
全
国
の
検
潮
所
で
観
測
さ
れ
、
太
平
洋
岸
で
は
、
北
は
根
室

か
ら
南
は
奄
美
大
島
ま
で
１
ｍ
以
上
の
津
波
が
観
測
さ
れ
た
地
点

が
多
数
あ
る
。
波
源
域
に
近
い
東
北
地
方
太
平
洋
沿
岸
で
は
津

波
が
高
す
ぎ
て
、
検
潮
所
が
破
損
し
最
大
波
が
観
測
で
き
な
い

【
海
外
で
の
津
波
の
観
測
】

【
県
別
浸
水
面
積
（
k㎡
）】

仙
台
市
東
部
沿
岸
地
域
（
写
真
提
供
：
仙
台
市
）

資
料
：
気
象
庁

仙
台
市
若
林
区
荒
浜
小
学
校
（
写
真
提
供
：
仙
台
市
）

地
点
も
あ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
岩
手
県
か
ら
福
島
県
に
か
け
て
は
、

海
岸
で
は
ね
返
っ
た
津
波
が
湾
部
に
集
中
し
、
次
々
沿
岸
部
に

津
波
を
も
た
ら
し
た
。
とく
に
仙
台
湾
で
波
の
集
中
が
著
し
く
、
10

分
以
上
続
い
た
。
ま
た
、
牡
鹿
半
島
で
反
射
さ
れ
た
津
波
は
三

陸
沿
岸
へ
断
続
的
に
押
し
寄
せ
て
い
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
津
波

は
最
高
潮
位
9.
3ｍ
、
遡
上
高
は
国
内
観
測
史
上
最
大
の
40
.5

ｍ
に
達
し
、
想
定
し
て
い
た
高
さ
を
遙
か
に
上
回
る
津
波
が
沿
岸

の
都
市
を
次
々
に
襲
い
、
戦
後
最
悪
の
自
然
災
害
と
な
っ
た
。
ま

た
、
太
平
洋
に
広
が
っ
た
津
波
に
より
、
イ
ンド
ネ
シ
ア
と
ア
メリ
カ

で
も
死
者
が
で
た
。

　
宮
城
県
が
圧
倒
的
に
大
き
い
の
は
、
仙
台
平
野
を
中
心
とし
た

低
地
に
お
い
て
広
範
囲
に
浸
水
し
た
こ
と
に
よ
る
。
２
位
の
福
島

県
は
南
相
馬
市
と
相
馬
市
の
浸
水
面
積
が
大
きく
、
２
市
で
同
県

の
60
％
を
占
め
る
。

①
②

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
N
H
O
の
支
援
活
動
の
記
録

6

岩
手
県
山
田
町

岩
手
県
宮
古
市
田
老
地
区
（
写
真
：
田
老
町
漁
業
協
同
組
合
提
供
）

仙
台
港
周
辺
の
工
場
、
倉
庫

黒
煙
は
多
賀
城
市
の
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ート
火
災
（
写
真
提
供
：
仙
台
市
）

岩
手
県
山
田
町

岩
手
県
宮
古
市
の
市
街
地
（
写
真
：
宮
古
市
提
供
）

宮
城
県
山
元
町
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赤
字
の
数
値
は
そ
れ
以
上
の
観
測
記
録
の
途
絶
に
より
そ
れ
以
上
の
数
値
の
可
能
性
が
あ
る

資
料
：
日
本
気
象
協
会

【
青
森
県
三
沢
市
～
福
島
県
相
馬
市
各
地
の
津
波
高
・
浸
水
高
】

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
N
H
O
の
支
援
活
動
の
記
録

8

（
３
）東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故

　
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
地
域
は
震
度
６
強
で

あ
っ
た
。
地
震
発
生
時
に
稼
働
し
て
い
た
１
～
３
号
機
の
原
子
炉

内
に
核
分
裂
を
止
め
る
制
御
棒
が
挿
入
さ
れ
自
動
停
止
し
、
炉

心
冷
却
装
置
が
起
動
し
た
。
し
か
し
、
15
時
40
分
に
設
計
波
高

を
超
え
る
14
m
以
上
の
津
波
が
到
達
し
、
非
常
用
電
源
を
含
め

全
電
源
喪
失
の
状
態
に
な
り
冷
却
機
能
が
失
わ
れ
た
。
原
子
炉

の
温
度
及
び
圧
力
が
上
昇
し
、
ベ
ント
（
弁
を
開
け
て
排
気
す
る

作
業
）や
海
水
注
入
等
の
緊
急
対
応
を
試
み
る
も
12
日
15
時
36

分
、
１
号
機
で
水
素
爆
発
が
発
生
し
た
。
原
子
炉
建
屋
が
破
壊

さ
れ
、
放
射
性
物
質
を
大
量
に
環
境
へ
放
出
す
る
深
刻
な
原
子

力
災
害
と
な
っ
た
。

　
福
島
第
一
原
発
か
ら
半
径
20
㎞
圏
内
は
、
警
戒
区
域
に
設

定
さ
れ
、
消
防
隊
、
警
察
、
自
衛
隊
等
の
緊
急
対
応
対
策
に
従

事
す
る
者
以
外
は
、
市
町
村
長
の
許
可
無
く
立
ち
入
る
こ
と
を
禁

じ
ら
れ
た
。
ま
た
、
半
径
20
㎞
以
遠
で
１
年
間
に
積
算
線
量
が

20
ミリ
シ
ー
ベ
ルト
に
達
す
る
恐
れ
の
あ
る
地
区
を
計
画
的
避
難
区

域
に
設
定
し
計
画
的
に
区
域
外
へ
の
避
難
が
求
め
ら
れ
た
。

【
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
】

①
②
5
号
機
近
傍
か
ら
西
側
を
撮
影

③
廃
棄
物
処
理
建
屋
４
階
か
ら
北
側
を
撮
影

④
１
号
機
（
3
月
12
日
）

⑤
１
～
４
号
機
（
3
月
15
日
）

⑥
4
号
機
へ
の
放
水
（
3
月
22
日
）

⑦
3
号
機
（
3
月
16
日
）

（
写
真
提
供
：
東
京
電
力
）

① ④

② ⑤

③ ⑥ ⑦
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【
東
日
本
大
震
災
の
被
害
者
数
】

　
警
察
庁
の
資
料（
平
成
24
年
３
月
２
日
）に
よ
る
と
人
的
被
害
は

死
者
15
,8
54
人
、
行
方
不
明
者
3,
27
6人
、
負
傷
者
6,
02
3人

に
の
ぼ
っ
た
。
ま
た
、
発
災
４
日
目
の
避
難
者
数
は
46
万
人
を
超

え
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
自
然
災

害
で
は
最
悪
の
数
字
で
あ
る
。
死
者
・
行
方
不
明
者
は
岩
手
県
、

宮
城
県
、
福
島
県
で
99
％
以
上
を
占
め
、
被
害
は
こ
の
３
県
に

集
中
し
て
い
る
。
 

【
全
 国
】

死
　
　
　
者
： 
15
,8
54
人

行
方
不
明
者
：
3,
27
6
人

負
　
傷
　
者
 ： 
6,
02
3
人

避
難
者
数
：
34
3,
93
5
人

　
　
　
　
　
　
　（
う
ち
避
難
所
57
8
人
）

２
 人
的
被
害

（
１
）電
気

　
地
震
発
生
直
後
、
東
北
電
力
管
内
で
は
、
岩
手
県
、
秋
田

県
、
宮
城
県
の
全
域
、
青
森
県
、
山
形
県
の
ほ
ぼ
全
域
、
福

島
県
の
一
部
で
、
約
48
6万
戸
が
停
電
し
、
東
京
電
力
管
内
で

は
、
茨
城
県
全
域
、
そ
の
他
の
関
東
地
方
各
県
の
一
部
地
域

で
、
約
40
5万
戸
が
停
電
し
た
。
そ
の
後
、
東
京
電
力
管
内
で

は
、３
月
19
日
ま
で
に
全
て
が
復
旧
し
た
。
東
北
電
力
管
内
で
は
、

津
波
に
より
公
共
的
な
イ
ン
フ
ラ
が
流
失
し
て
し
ま
っ
た
地
域
を
除
く

復
旧
作
業
着
手
可
能
地
域
の
停
電
は
６
月
18
日
に
全
て
復
旧
し

た
。

（
２
）上
水
道

　
水
道
に
つ
い
て
は
、
少
な
くて
も
累
計
で
約
23
0万
戸
が
断
水

し
た
。
特
に
被
害
が
大
き
い
の
は
宮
城
県
で
約
62
万
戸
、
次
い

で
茨
城
県（
47
万
戸
）、
福
島
県（
42
万
戸
）、
千
葉
県（
37
万

戸
）、
岩
手
県（
24
万
戸
）と
な
っ
て
い
る
。
東
北
地
方
で
は
揺
れ
、

関
東
地
方
で
は
液
状
化
に
よ
る
被
害
が
大
きく
、
水
道
管
の
継
ぎ

目
が
ず
れ
た
り
、
浄
水
場
の
送
水
管
が
壊
れ
た
こ
と
で
、
断
水
が

起
き
た
。
８
月
26
日
時
点
で
、
津
波
に
より
家
屋
等
が
流
出
し
た

地
域
等
を
除
い
た
断
水
被
害
は
、
全
て
復
旧（
22
5万
戸
）し
た
。

　
宮
城
県
栗
原
市
で
は
震
度
７
を
観
測
す
る
な
ど
、
揺
れ
自
体
は

大
き
か
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
震
度
の
割
に
建
物
被
害
は
少
な
く
、

建
物
倒
壊
に
より
多
数
の
死
傷
者
を
出
し
た
阪
神
淡
路
大
震
災
と

は
対
照
的
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
は
、
細
か
い
早
い
揺
れ
も

伝
わ
る
直
下
型
地
震
で
は
な
く
、
プ
レ
ート
型
地
震
で
、
陸
地
で

は
ゆ
っく
りと
し
た
揺
れ
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
地
面
と
木
造
建
物

が
一
緒
に
動
く
状
態
に
な
り
、
被
害
は
小
さ
い
も
の
に
な
っ
た
と
み

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
太
平
洋
沿
岸
の
地
域
を
の
み
込
ん
だ
津

波
に
より
多
く
の
建
物
が
倒
壊
、
流
失
し
、
警
察
庁
の
資
料（
平

成
24
年
３
月
２
日
）に
よ
る
と
、
建
物
被
害
は
、
全
壊
12
8,
76
8戸
、

半
壊
24
5,
62
6戸
、
焼
失
建
物
28
1戸
、
床
上
浸
水
20
,4
27
戸
、

床
下
浸
水
15
,5
08
戸
、
非
住
家
被
害
57
,2
71
戸
に
お
よ
ぶ
。

（
３
）
ガ
ス

　
都
市
ガ
ス
は
、
東
北
、
関
東
地
方
８
県
で
約
40
万
戸
（
家

屋
倒
壊
等
が
確
認
さ
れ
た
戸
数
を
除
く
）
が
供
給
停
止
し
た
。

５
月
３
日
に
は
復
旧
対
象
戸
数
全
て
の
復
旧
作
業
が
終
了
し
た
。

３
 ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
被
害

４
 建
物
被
害
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死
者
、
行
方
不
明
者
数
：
警
察
庁
（
平
成
24
年
3
月
2日
）

避
難
者
数
：
復
興
庁
（
平
成
24
年
2
月
23
日
）
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震
災
は
交
通
機
関
に
も
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
が
、
交
通

の
大
動
脈
は
当
初
の
予
想
より
早
い
ペ
ー
ス
で
復
旧
し
た
。
東
北

自
動
車
道
は
３
月
24
日
、
東
北
新
幹
線
は
４
月
29
日
に
は
全
線

が
復
旧
し
た
。

（
１
）道
路

　
道
路
橋
の
流
出
や
法
面
崩
落
等
に
より
、
高
速
道
路
で
15
路

線
、国
道
で
約
17
1区
間
、県
道
で
54
0区
間
が
通
行
止
め
と
な
っ

た
。
宮
城
県
仙
台
市
か
ら
三
陸
沿
岸
地
域
を
縦
走
す
る
国
道
45

号
線
を
始
め
、
東
北
地
方
を
中
心
に
太
平
洋
一
帯
沿
岸
部
に
お

け
る
道
路
の
被
害
が
著
し
か
っ
た
。

　
東
北
自
動
車
道
な
ど
の
主
要
道
路
を
中
心
に
３
月
12
日
早
朝
ま

で
に
は
、
緊
急
車
両
の
通
行
を
可
能
と
す
る
た
め
の
仮
復
旧
が

概
ね
完
了
し
、
救
援
車
両
な
ど
が
利
用
可
能
と
な
っ
た
。
緊
急
交

通
路
の
指
定
は
順
次
に
解
除
さ
れ
て
い
き
、
３
月
24
日
に
は
、
東

北
道
、
常
磐
道
の
交
通
規
制
が
全
面
解
除
さ
れ
た
。（
三
陸
道

は
規
制
あ
り
）3
月
12
日
か
ら
24
日
ま
で
の
間
、
緊
急
通
行
車
両

確
認
標
章
は
約
16
万
3千
件
発
行
さ
れ
た
。

（
２
）鉄
道

　
地
震
発
生
時
か
らＪ
Ｒ
東
日
本
は
新
幹
線
と
在
来
線
の
運
転
を

５
 道
路
、
交
通

終
日
見
合
わ
せ
た
。
関
東
・
首
都
圏
で
は
私
鉄
と
地
下
鉄
の
全

線
が
運
行
を
停
止
し
、
21
時
頃
に
は
一
部
の
私
鉄
と
地
下
鉄
が

運
転
を
再
開
し
た
も
の
の
、
首
都
圏
の
交
通
網
は
完
全
に
マ
ヒ
し

た
。
こ
れ
に
より
12
万
人
以
上
が
都
内
の
避
難
所
や
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
で
夜
を
明
か
し
た
。
ま
た
、
３
月
14
日
以
降
は
計
画
停
電
の
影

響
に
より
、
各
路
線
で
運
休
や
減
便
が
行
わ
れ
た
。

　
東
北
新
幹
線
は
、
3月
15
日
に
東
京
～
那
須
塩
原
間
で
運
転

が
再
開
さ
れ
、
順
次
運
転
区
間
が
拡
大
さ
れ
た
。
4月
29
日
に

は
全
線
で
運
転
が
再
開
さ
れ
た
。

　
５
月
中
旬
に
は
津
波
に
よ
る
被
害
が
甚
大
で
復
旧
に
数
年
を
要

す
る
太
平
洋
岸
の
路
線
を
除
き
、
ほ
ぼ
震
災
前
の
状
態
に
戻
っ

た
。

（
３
）空
港

　
仙
台
空
港
は
津
波
に
よ
っ
て
空
港
全
体
が
冠
水
し
て
使
用
不

可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
自
衛
隊
、
ア
メリ
カ
軍
に
よ
る
土
砂
・

瓦
礫
の
除
去
作
業
、
航
空
保
安
設
備
の
復
旧
作
業
が
行
わ
れ
、

3月
16
日
に
一
部
の
滑
走
路
で
救
援
機
の
み
の
暫
定
的
な
使
用

が
開
始
さ
れ
た
。
4月
13
日
に
は
仙
台
～
羽
田
な
ど
の
一
部
の
便

で
運
航
が
再
開
さ
れ
た
。

①
東
北
道（
矢
吹
～
須
賀
川
）

　（
写
真
提
供
：
N
EX
CO
東
日
本
）

④
岩
手
県
山
田
町
陸
中
山
田
駅

②
常
磐
道（
水
戸
～
那
珂
）

　（
写
真
提
供
：
N
EX
CO
東
日
本
）

⑤
岩
手
県
宮
古
市
JR
津
軽
石
駅

　（
写
真
提
供
：
宮
古
市
）

③
仙
台
空
港

　（
写
真
提
供
：
U
.S
.A
IR
 F
O
U
RC
E）

⑥
宮
城
県
東
松
島
市
JR
仙
石
線

　（
写
真
提
供
：
東
松
島
市
）
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東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
N
H
O
の
支
援
活
動
の
記
録

11

　
岩
手
、
宮
城
、
福
島
３
県
の
病
院
38
0施
設
の
う
ち
、
全
壊

10
施
設
、
一
部
損
壊
29
0施
設
で
あ
り８
割
の
病
院
が
被
害
を

受
け
、
こ
の
う
ち
災
害
拠
点
病
院
で
は
31
施
設
に
一
部
損
壊
が

あ
っ
た
。
ま
た
、
診
療
所
は
医
科
・
歯
科
併
せ
て
6,
63
3施
設
の

う
ち
、
全
壊
が
16
6施
設
、
一
部
損
壊
が
1,
99
3施
設
で
あ
り
3

割
強
に
被
害
が
あ
っ
た
。
沿
岸
部
に
限
る
と
、
ほ
ぼ
全
て
の
医
療

機
関
が
機
能
の
全
部
な
い
し
一
部
を
失
っ
た
。

６
 医
療
機
関
の
被
害

【
病
院
・
診
療
所
の
被
害
状
況
】

病
院

診
療
所

病
院
数

全
壊

一
部
損
壊

診
療
所
数

（
医
）

診
療
所
数

（
歯
）

全
壊

一
部
損
壊

医
科

歯
科

医
科

歯
科

岩
手
県

9
4

(1
1
)

3
(0
)

5
9

(1
1
)

9
2
7

6
1
3

3
8

4
6

7
6

7
9

宮
城
県

1
4
7

(1
4
)

5
(0
)
1
2
3

(1
3
)

1
,6
2
6

1
,0
6
5

4
3

3
2

5
8
1

3
6
7

福
島
県

1
3
9

(8
)

2
(0
)
1
0
8

(7
)

1
,4
8
3

9
1
9

2
5

5
1
6

3
7
4

合
　
計

3
8
0

(3
3
)

1
0

(0
)
2
9
0

(3
1
)

4
,0
3
6

2
,5
9
7

8
3

8
3
1
,1
7
3

8
2
0

括
弧
は
災
害
拠
点
病
院

デ
ー
タ
：
厚
生
労
働
省
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東
日
本
大
震
災

―
宮
城
県
の
発
災
後
1
年
間
の
災
害
対
応
の
記
録
と
そ
の
検
証
―

宮
  城
  県

平
成
23
年
3
月
11
日
、
14
時
46
分
。

こ
の
日
、
そ
し
て
こ
の
時
刻
は
、
私
の
み
な
ら
ず
同
じ
時
代
を
生
き
る
多
く
の
方
々
に

と
っ
て
、
こ
の
瞬
間
を
境
に
起
き
た
様
々
な
出
来
事
と
と
も
に
、
深
く
心
に
刻
ま
れ
る
も
の

と
な
り
ま
し
た
。

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9．
0を
観
測
し
た
巨
大
地
震
が
引
き
起
こ
し
た
大
津
波
は
、
私
た
ち
の

ふ
る
さ
と
に
襲
い
か
か
り
、
家
族
や
友
人
、
な
り
わ
い
、
そ
し
て
日
々
の
生
活
を
一
瞬
に
し

て
奪
い
去
り
ま
し
た
。
県
内
で
は
１
万
を
超
え
る
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
県
土
及
び
県
民
の

財
産
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
未
曽
有
の
大
災
害
に
よ
り
、
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た
方
々
の
御
冥
福
を
あ
ら
た

め
て
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
御
遺
族
に
対
し
哀
悼
の
誠
を
捧
げ
ま
す
。

ま
た
、
今
な
お
、
行
方
不
明
者
が
１
千
余
を
数
え
、
多
く
の
方
々
が
応
急
仮
設
住
宅
に
お
い
て
不
自
由
な
生
活
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は
、
心
痛
の
極
み
で
あ
り
ま
す
。

本
県
は
、
こ
れ
ま
で
、
高
い
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
た
宮
城
県
沖
地
震
に
備
え
る
べ
く
、
震
災
対
策
推
進
条
例
を
定

め
、
県
有
建
築
物
の
耐
震
化
な
ど
様
々
な
防
災
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
大
規
模
か
つ
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
地
震
、
津
波
に
よ
る
被
害
に
加
え
、
福
島
県
で
発
生
し
た
原
子
力
災
害
へ
の

対
応
も
要
し
た
今
回
の
震
災
で
は
、
行
政
機
能
の
喪
失
や
初
動
時
の
情
報
不
足
、
燃
油
の
枯
渇
、
放
射
線
・
放
射
能
の
測
定
な
ど

事
前
の
備
え
で
は
対
処
し
き
れ
な
い
事
態
が
生
じ
、
人
命
の
救
助
・
救
出
や
災
害
時
医
療
、
避
難
所
等
で
の
生
活
再
建
に
向
け
た

支
援
等
に
お
い
て
、
極
め
て
困
難
な
状
況
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
う
し
た
中
、
自
ら
の
危
険
を
顧
み
ず
、
被
災
地
に
お
い
て
様
々
な
活
動
を
い
た
だ
い
た
自
衛
隊
、
警
察
、
消
防
、
海
上
保
安

庁
を
は
じ
め
、
政
府
や
防
災
関
係
機
関
、
関
係
自
治
体
、
企
業
、
団
体
、
N
G
O
、
N
PO
、
そ
し
て
各
種
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
国
内
外
の
皆
様
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
温
か
い
御
支
援
や
励
ま
し
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
は
、
災
害
対
応
や
そ
の
後
の
復
旧
・
復

興
の
取
組
を
支
え
る
大
き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。
宮
城
県
民
を
代
表
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
県
で
は
、
平
成
32
年
度
ま
で
の
復
興
の
道
筋
を
示
す
宮
城
県
震
災
復
興
計
画
の
基
本
理
念
の
第
一
に
掲
げ
る
「
災
害
に
強

く
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
堅
持
し
つ
つ
、
災
害
か
ら
の
復
旧
に
と
ど
ま
ら
な
い
「
創
造
的
復
興
」
を
目
指
し
、
人

口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
現
代
社
会
を
取
り
巻
く
諸
課
題
に
対
応
す
る
先
進
的
な
地
域
づ
く
り
に
向
け
て
、
着
実
に
歩
み
を
続

け
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

本
書
は
、
東
日
本
大
震
災
の
実
態
を
把
握
し
、
対
応
の
詳
細
を
後
世
に
伝
え
る
こ
と
が
被
災
県
で
あ
る
本
県
の
果
た
す
べ
き
責

務
で
あ
る
と
の
考
え
の
も
と
、
先
に
発
刊
し
た
発
災
か
ら
１
年
間
に
わ
た
る
本
県
の
災
害
対
応
の
検
証
記
録
に
、
新
た
に
市
町
村

及
び
防
災
関
係
機
関
等
の
活
動
状
況
等
を
加
え
、
災
害
対
応
の
基
礎
資
料
と
し
て
御
活
用
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
有
識

者
か
ら
の
御
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
編
集
い
た
し
ま
し
た
。

本
書
の
発
刊
に
あ
た
り
、
御
指
導
・
御
助
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
宮
城
学
院
女
子
大
学
 平
川
学
長
、
東
北
大
学
災
害
科
学
国

際
研
究
所
 今
村
所
長
を
は
じ
め
、貴
重
な
資
料
の
御
提
供
、各
種
調
査
等
に
御
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝
と
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
、
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震
な
ど
大
規
模
災
害
へ
の
対
策
が
急
が
れ
る
中
、
日
夜
、
防

災
・
減
災
の
取
組
に
御
尽
力
さ
れ
て
い
る
関
係
各
位
に
お
か
れ
ま
し
て
も
本
書
を
広
く
御
活
用
い
た
だ
き
、
災
害
に
強
い
社
会
の

構
築
に
向
け
た
一
助
と
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。

平
成
27
年
３
月

は
じ

め
に
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東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
害
状
況

３
月
11
日
　
大
崎
市
古
川
江
合
橋
付
近
　
崩
落
す
る
道
路
（
大
崎
市
）

道
路
の
陥
没
に
よ
り
浮
上
し
た
マ
ン
ホ
ー
ル
（
美
里
町
）

３
月
11
日
　
大
和
町
立
大
和
中
学
校
裏
の
り
面
の
亀
裂
（
大
和
町
）

川
崎
町
大
字
支
倉
地
内
　
道
路
の
り
面
の
崩
落
（
川
崎
町
）

道
路
の
崩
落
（
七
ヶ
宿
町
）

　
被
害
の
様
子

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
害
状
況

x
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仙
台
市
青
葉
区
西
花
苑
　
丘
陵
部
の
宅
地
被
害
（
仙
台
市
）

利
府
町
立
し
ら
か
し
台
小
学
校
の
施
設
被
害
（
利
府
町
）

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
（
加
美
町
）

建
物
内
の
被
害
（
大
郷
町
）

３
月
18
日
　
登
米
市
迫
町
　
建
物
の
倒
壊

xi

３
月
11
日
　
黒
煙
を
上
げ
る
Ｊ
Ｘ
日
鉱
日
石
仙
台
タ
ン
ク
（
第
二
管
区
海
上
保
安
本
部
）

流
出
し
た
北
上
大
橋

岩
沼
市
二
の
倉
海
岸
の
被
災

仙
台
塩
釜
港
（
高
砂
埠
頭
）
　
津
波
に
よ
り
流
出
し
た
コ
ン
テ
ナ

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
害
状
況

xi
i
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３
月
12
日
　
気
仙
沼
市
朝
日
町

４
月
11
日
　
が
れ
き
が
積
み
重
な
る
女
川
町
黄
金
町
（
女
川
町
）

４
月
10
日
　
女
川
町

３
月
14
日
　
南
三
陸
町
 防
災
対
策
庁
舎

気
仙
沼
市
仲
町

４
月
30
日
　
石
巻
市

xi
ii

３
月
18
日
　
津
波
に
よ
り
雄
勝
公
民
館
の
屋
上
に
乗
り
上
げ
た
バ
ス
（
石
巻
市
）

４
月
24
日
　
石
巻
市
立
門
脇
小
学
校

３
月
13
日
　
塩
竈
市
北
浜

３
月
17
日
　
津
波
に
よ
り
建
物
の
上
に
乗
り
上
げ
た
船
（
七
ヶ
浜
町
）
　

３
月
14
日
　
JR
東
名
駅
付
近
（
自
衛
隊
）

浸
水
し
た
線
路
上
を
歩
く
住
民
（
東
松
島
市
）

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
被
害
状
況

xi
v
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４
月
７
日
　
七
ヶ
浜
町
潮
見
台
南

名
取
市
閖
上
　
（
名
取
市
）
　

３
月
13
日
　
山
元
町

３
月
14
日
　
が
れ
き
に
覆
わ
れ
た
JR
浜
吉
田
駅
（
亘
理
町
）

３
月
13
日
　
多
賀
城
市
八
幡
前
（
自
衛
隊
）

３
月
21
日
　
仙
台
空
港
　

xv

名
取
市
上
空
　
仙
台
平
野
を
襲
う
津
波

(自
衛
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● 宮古市

● 釡石市

● 陸前高田市
● 気仙沼市

● 石巻市

● 七ヶ浜町
● 仙台市

● 岩沼市

● 福島県

福島第一原子力発電所 ■

東日本大震災  被災三県  復興の十年
Chronology: 10 years Reconstruction after the Great East Japan Earthquake

年表作成ワーキンググループ｜Chronology Working Group

年
表

東
日
本
大
震
災
復
興
関
連
主
要
事
業
の

執
行
累
積
額
と
着
工
・
完
了
率
の
推
移

東日本大震災の復興は我が国が人口減少
および少子高齢化する低成長期における
取り組みとなったが、復興に資する多く
の制度が経済成長期に成立したもので
あったため、実際の現場で実施する上で
の困難も少なくなかった。しかし、被災
地の中には自らの地域特性を読み込み、
復興の先にある将来像を描きながら、復
興事業を進めていった地域も存在する。
本企画は、そのような地域のうち地形的
特徴や都市・地域構造さらに被災特性に
配慮しながら9つの自治体を選び、そこ
で模索された復興像を理解するために重
要な事象を抽出し、「復興の10年」の実情
を照射しようという試みである。

本年表の対象として、宮古市、釡石市、陸
前高田市、気仙沼市、石巻市、七ヶ浜町、
仙台市、岩沼市の8つの基礎自治体を選
出した。さらに、未曾有の原子力災害に
見舞われた福島県を加えた。
　自治体ごとの各事業を抽出するにあ
たっては下記のような方針で進めた。
　土木の視点からは、津波の外力からま
ちを守る「防波堤・防潮堤・嵩上げ道路
等」、宅地・市街地整備等の合意プロセス
としての「まちづくり基盤事業・住民合
意」、住民生活を支える「地域交通」、「上
下水道および排水」を中心に取り上げる。
さらに、鉄道・幹線道路の広域インフラ
に関しては、自治区域を横断し震災以前

から長期的事業として行われていること
から、「交通」として別に欄を設けた。
　建築の視点からは、住まいに関わるも
のとして「災害公営住宅」と「宅地整備」、
学校など「教育・子育て施設」、地域の生
業を支える「産業・商業施設」、災害を次
世代に伝える「災害伝承施設」、市民ホー
ルや行政庁などを含めた「文化施設・そ
の他」を中心に取り上げる。
　東日本大震災では甚大な住宅被害が発
生したため、住宅の復興に主眼が置かれ
た。しかし、生業を得ることが困難な場
所には定住することが難しく、子育て世
代は学校の位置で居住地を移動する。さ
らに、災害伝承も当初から想定していな
いと伝承に有効な遺構を残すことが難し
い。長期に渡る復興期間での位置づけか
ら特徴的な事業を選択し、並べることで、
単独の土木・建築の復興では見落とされ
がちな「まちの再構築」の実際を示すこと
に努めた。

また、年表における時系列の事象を補完す
る「量」の視点として、震災復興全体にお
ける公共インフラの本格復旧・復興ならび
に復興地域づくりに係る事業推移と、各
自治体の人口変動を重ね合わせた住まい
の復興に関わる事業推移を示した。土
木・建築に関わる復興事業の規模や復興
の立ち上り時期の差異、人口変動との関
係性などを俯瞰する資料として、復興の

10年を読み解く糸口にしていただきたい。

土木も建築もその根本の使命は自然の脅
威から人の命を守り、安心して社会生活
を営める環境を整えることに置かれる。
しかし、同じ「命を守る」という意識で
あっても、土木では、災害で直接失われ
る命を守るために次の災害への対策を含
めた復興が模索されたのに対して、建築
では、復興後に続く日常生活の中での災
害関連死や孤立死をいかに防ぐかに焦点
が置かれたことに大きな違いがある。そ
の評価とこれからの災害への備えと構え
を議論していかなければならない。
　それぞれの視点が異なるからこそ、両
者を合わせた視座を構築し、低成長社会
での新たな災害復興のあり方を考えるこ
とができるのではないか。多くの人々が
家族を亡くし、それでもその土地で生き
たいと願う人のため、形を与えたのが土
木であり、建築の仕事である。一方、そ
の土地で生きたいと願う気持ちは、揺ら
ぎのあるものでもある。本合同企画が、
「命を守る」という使命をどのような形
で次の世代に引き継げるか、それぞれが
考えるよすがとなれば幸いである。（佃悠・
村上亮）

年表作成ワーキンググループのメンバー
は佃悠、村上亮、中居楓子、倉原義之介、
宮原真美子、松永昭吾。本資料の作成に
あたっては、下記の方・団体にご協力い
ただいた。ここに記して御礼申し上げる。
復興庁、東北地方整備局、宮古市、釡石
市、陸前高田市、石巻市、七ヶ浜町、仙
台市、岩沼市、福島県、小野田泰明（東北
大学）、姥浦道生（東北大学）、前田昌弘（京都
府立大学）、井本佐保里（日本大学）（敬称略）

※1：復興庁が公表する東日本大震災復興関連予算のうち、「公共事業（災害復旧）：被災した海岸堤防、農地・農
業用施設、上水道、学校等の復旧等」、「復興に向けた公共事業等：復興道路・復興支援道路の整備、農地・漁港
整備等」、「東日本大震災復興交付金：災害公営住宅整備、都市再生区画整理等の東日本大震災により著しい被害
を受けた地域における復興地域づくりに必要な事業のために被災地方公共団体に交付される交付金」、「災害廃棄
物（がれき）等処理」の予算執行済累積金額（平成23年度～令和元年度）を示す。
（参考：https://www.reconstruction.go.jp/topics/post_154.html）

※2：「着工率」「完了率」等の定義は「東日本大震災からの復興に向けた道のりと見通し（2020.11）」に基づく。
海岸対策：本復旧・復興工事の計画箇所671のうち、着工、完了した箇所数の割合、2014年3月末までは、本復
旧工事の計画箇所471のうち、着工、完了した箇所数の割合、2019年6月末からは、避難指示区域等として設定
した福島県内の12市町村を除く。
復興道路・復興支援道路：計画済延長（事業中区間と供用済区間の合計）570km のうち、着工済延長（工事着手した IC間
延長）と、供用済延長の割合
まちづくり（防災集団移転、区画整理等）：防災集団移転促進事業での計画決定（大臣同意） 地区の割合、民間住宅等用宅
地の供給計画地区数（402地区）、戸数（18,234戸）のうち着工（工事契約） した地区数の割合、及び完成戸数の割合 
災害公営住宅：災害公営住宅の供給計画戸数（30,232戸）のうち着工（用地取得）した割合、及び完成戸数の割合 
※調整中及び帰還者向けの災害公営住宅は進捗率には含まない
災害廃棄物（がれき）の撤去、及び処分：がれき処理・処分量 ※福島県は避難指示区域を除く
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いわて
復興の歩み
2011.3－2023.3 東日本大震災津波からの復興の記録

宮古市遊覧船　宮古うみねこ丸三陸鉄道リアス線　織笠駅

東日本大震災津波伝承館と
高田松原津波復興祈念公園
東日本大震災津波伝承館と
高田松原津波復興祈念公園

三陸花火大会三陸花火大会
三陸沿岸道路　全線開通
提供：三陸国道事務所

三陸沿岸道路　全線開通
提供：三陸国道事務所

令和5年 5月
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山田湾の養殖 【山田町】

　12年前の平成23年（2011年）３月11日に発生し
た東日本大震災津波により、岩手県では、沿岸部を中
心に余震や災害関連死を含め5,145名の尊い命が
奪われました。今なお1,110名の方々が行方不明と
なっています。
　改めて犠牲になられた方々の御冥福をお祈りいた
します。また、被害を受けた皆様に心からお見舞い申
し上げます。
　岩手県は、東日本大震災津波からの復興に当た
り、「いのちを守り　海と大地と共に生きる　ふるさと
岩手・三陸の創造」を目指す姿とし、県民一丸となっ
て復興に取り組んできました。この間、全国や海外か
ら多くの御支援をいただき、国内外との絆に支えられ
てきました。被災された方々、御支援いただいた皆様
の御尽力に敬意を表し、改めて感謝申し上げます。
　これまでの12年間で、復興道路等が完成し、県土
の縦軸、横軸を構成する新たな道路ネットワークが形
成されたほか、防潮堤などの津波防災施設の整備が
進み、その多くが完成しました。
　今後、残る社会資本整備を早期に進め、被災者の
こころのケアや新たなコミュニティ形成の支援、主要魚
種の不漁対策や水産業の担い手確保、商工業の販路
回復や従業員の確保など、被災地の実情を踏まえた
対策に取り組み、被災者一人ひとりに寄り添いながら、
「誰一人取り残さない」という理念の下、三陸のビルド・
バック・ベター（よりよい復興）を進めていきます。

　また、「東日本大震災津波を語り継ぐ日条例」の趣
旨にのっとり、東日本大震災津波伝承館を拠点とし
た、震災と復興の伝承と発信を継続し、国内外の防
災力向上に貢献することを目指すとともに、将来発生
が予想される「日本海溝・千島海溝沿いの巨大地
震」に対しても、過去の災害の教訓を生かしながら、
市町村と連携して、更なる津波防災対策に取り組ん
でいきます。
　岩手県は、令和５年３月に、「いわて県民計画（2019
～２０２８）」第２期アクションプラン「復興推進プラン（令
和５年度～令和８年度）」を策定しました。本プランの推
進により、引き続き、あらゆる世代が希望を持っていき
いきと暮らし、将来にわたって持続可能な新しい三陸
地域の創造を目指していきますので、皆様からのこれ
までと変わらぬ御支援をよろしくお願いいたします。
　最後に、この小冊子により、岩手県の復興の状況
について理解を深めていただくとともに、日本全国、
世界中の皆様が様々な自然災害に立ち向かう際の
防災力向上に広く御活用いただきますよう、お願い申
し上げます。

はじめ に

岩手県知事
令和5年5月11日

目次　CONTENTS

はじめに 1

１ 概況・被害状況と復興推進の基本方向 2

２ 復興の状況 4

3 これまでの主な取組 6

(１) 安全の確保 6

   ① 防災のまちづくり 6

   ② 交通ネットワーク 7

(２) 暮らしの再建 9

   ③ 生活・雇用 9

   ④ 保健・医療・福祉 10

   ⑤ 地域コミュニティ 12

   ⑥ 教育・文化・スポーツ 13
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10km

たろう観光ホテル（平成23年3月）たろう観光ホテル（平成23年3月）たろう観光ホテル（平成23年3月）

岩手県における被害状況
痕跡高・死者数・行方不明者数・家屋倒壊数

（令和5年3月31日現在）

東日本
大震災津波の概況
（岩手県災害対策本部調べ）

東日本
大震災津波の概況
（岩手県災害対策本部調べ）

▶名称（発生日時） 東日本大震災津波（平成23年3月11日（金）14時46分頃）
 ※地震による震災の名称について、政府は「東日本大震災」としていますが、
 　岩手県では「東日本大震災津波」と表記することとしています。
▶震央地 三陸沖・牡鹿半島の東南東約130km付近（ 北緯38°06.2’／東経142°51.6’）
▶震源の深さ・規模 24㎞・マグニチュード9.0（モーメントマグニチュード）
▶本県の最大震度 震度６弱：大船渡市、釡石市、滝沢村、矢巾町、花巻市、一関市、奥州市、藤沢町
▶津波の最大波 [宮　古]11日15時26分 8.5ｍ以上 [釡　石]11日15時21分 4.2ｍ以上
 [大船渡]11日15時18分 8.0ｍ以上 [久慈港]8.6ｍ（推計値）

岩手県

痕跡高…久慈湾13.7ｍ

痕跡高…岩泉海岸20.2ｍ

痕跡高…大槌湾15.1ｍ

痕跡高…両石湾22.6ｍ

痕跡高…洋野・久慈北海岸12.0ｍ

※死者数は、直接死（岩手県警調べ）及び関連死（岩手県復興防災部調べ）。
※家屋倒壊数は、全壊及び半壊数。
※痕跡高は、堤防付近での測定値（「岩手県沿岸における海岸堤防高さの設定について」による）。

家屋倒壊数 ……………26棟
洋野町

死者数…3人／行方不明者数…2人
家屋倒壊数 ………… 278棟
関連余震による死者数 … 1人

久慈市

死者数 …………… 5,145人
行方不明者数 …… 1,110人
家屋倒壊数 …… 26,079棟

本県全体
死者数 …………………34人
行方不明者数 ………… 5人
家屋倒壊数 ……… 1,846棟

内陸部

死者数…  10人
家屋倒壊数 ………… 200棟

岩泉町

死者数…  856人／行方不明者数 …416人
家屋倒壊数 ……… 4,167棟

大槌町

死者数…  994人／行方不明者数 …152人
家屋倒壊数 ……… 3,656棟

釡石市

死者数…  39人
家屋倒壊数 ………… 479棟

野田村 痕跡高…野田湾21.4ｍ

行方不明者数 …… 1人
普代村 痕跡高…普代海岸18.4ｍ

痕跡高…田野畑海岸23.0ｍ

痕跡高…重茂海岸21.8ｍ

痕跡高…船越湾19.0ｍ

痕跡高…綾里湾23.8ｍ

痕跡高…広田湾18.3ｍ

死者数…  17人／行方不明者数 …15人
家屋倒壊数 ………… 270棟

田野畑村

死者数…  475人／行方不明者数 …94人
家屋倒壊数 ……… 4,005棟

宮古市

死者数…  687人／行方不明者数 …144人
家屋倒壊数 ……… 3,167棟

山田町

死者数…  423人／行方不明者数 …79人
家屋倒壊数 ……… 3,938棟

大船渡市

死者数…  1,606人／行方不明者数 …202人
家屋倒壊数 ……… 4,047棟

陸前高田市

陸前高田市陸前高田市陸前高田市

大船渡市大船渡市大船渡市

釡石市釡石市釡石市

大槌町大槌町大槌町

山田町山田町山田町

田野畑村田野畑村田野畑村

野田村野田村野田村

久慈市久慈市久慈市

○産業被害額○産業被害額 ○公共土木施設被害額○公共土木施設被害額（平成23年11月25日現在）（平成23年11月25日現在） （平成23年7月25日現在）（平成23年7月25日現在）

●農林業 984億円
●水産業、漁港 5,649億円
●商工業 1,335億円
●観光業(宿泊施設) 326億円
●合計 8,294億円

●河川、海岸、道路等施設 1,723億円
●公園施設 405億円
●港湾関係施設 445億円
●合計 2,573億円

○津波浸水範囲の土地利用構成率○津波浸水範囲の土地利用構成率

（平成23年4月18日国土地理院「津波浸水範囲の
  土地利用別 面積について」による）

東日本大震災津波復興基本計画
（H23～H30年度）

第2期
復興推進プラン
（R5～R8年度）

東日本大震災津波復興実施計画

国の集中復興期間
2011～2015年度

いわて県民計画(2019～2028)長期ビジョン
(R1～R10年度)

 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10
 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028

いわて県民計画（2019～2028）における
復興推進の基本方向
　岩手県では、今回の震災を乗り越えて力強く復興するための地域の未来の設計図と
して、平成23年（2011年）８月11日に計画期間を８年間とする「復興計画」を策定し、復
興の取組を進めてきました。被災地においては引き続き中長期的に取り組むべき課題も
あることから、令和元年度以降も、県の総合計画である「いわて県民計画（2019～
2028）」において、復興を県の最重要課題として位置付け、被災者一人ひとりの復興が
成し遂げられるよう、必要な取組は最後まで実施していくこととしています。

○推定資本ストック被害額・被害率

○応急仮設住宅等への入居状況   （令和3年3月31日現在）

※推定資本ストック被害額及び被害率については、株式会社日本政策投資銀行推計（平成23年4月28日） 
※ＧＤＰ値は、「平成21年度の県民経済計算について」（平成24年2月29日 内閣府経済社会総合研究所国民経済計算部）による 

推定資本
ストック
A

生活・社会
インフラ

岩手県
内陸部 26,369 457
沿岸部 7,449 1,943
合計 33,818 2,400

推定資本ストック被害額
被害率

B/A

GDP値

C

被害額が
GDPに
占める割合
B/C住宅 製造業 その他 合計

B
22 64 211 754 2.9％

4,255 1.0年分607 191 781 3,522 47.3％
629 255 992 4,276 12.6％

（単位：10億円）

田 その他の農用地 森林 建物用地
17％ 4％ 9％ 34％

釡石市応急仮設住宅

国の復興・創生期間
2016～2020年度

国の第２期復興・創生期間
2021～2025年度

第1期
基盤復興期間
H23～H25年度
（2011～2013）

第1期
復興推進プラン
（R1～R４年度）

第２期
本格復興期間
H26～H28年度
（2014～2016）

第３期
更なる展開への
連結期間

H29～H30年度

20,000
18,000
16,000
14,000
12,000
10,000
8,000
6,000
4,000
2,000

0

45,000
40,000
35,000
30,000
25,000
20,000
15,000
10,000
5,000
0

戸数 H23  H24  H25  H26  H27 H28 H29 H30    R1   R2 人数

17,373

41,911
38,470

33,190

27,573

20,410

12,487

16,269
14,434

12,283

9,273

5,835
6,857

3,247
2,113

0
0

990
538

235

概況・被害状況と
復興推進の基本方向

いわて
復興の歩み
2011.3 -2023.3

1

復興防災部復興推進課  »  ☎019-629-6935

第３期プラン
の取扱いは、
今後の復興の
状況を踏まえ
て検討
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宅地供給区画数 
予定宅地区画数 7,472区画

面整備事業箇所数
事業箇所数 158箇所

供給区画数 7,472区画 100%完了箇所数 158箇所 100% 完了箇所数 158箇所 100% 

海岸保全施設の復旧・整備箇所数
計画箇所数 142箇所

災害廃棄物の処理
災害廃棄物推計量525.3万トン （平成26年3月終了）

（令和2年12月完成）（令和3年3月完成）

処理量 618.4万トン 118%処理量 618.4万トン 118%完了 140箇所 98.6% 復旧・整備中

1.4%
復旧・整備中

1.4%

安 全の確保

災害公営住宅整備戸数
整備予定戸数 5,833戸

公立学校施設の復旧状況（沿岸地区）
被災学校数 86校

医療施設の復旧状況（沿岸地区）
被災施設数 103施設

応急仮設住宅等入居者数（みなし仮設を含む）
ピーク時（平成23年10月）43,738人

暮らしの再建

新設・再開 103施設 100%新設・再開 103施設 100%
※ 廃止した施設を除く

工事完了 86施設 100%工事完了 86施設 100%

退去 100%退去 100%

完成 5,833戸  100%完成 5,833戸  100%

主要観光地の入込客数養殖生産量

産地魚市場水揚量 農地の復旧面積
復旧対象面積 542ha

復旧済 542ha 100%復旧済 542ha 100%

なりわいの再 生

震災津波アーカイブアクセス件数
目標アクセス件数 731,000回（R1～R4）

地域防災サポーター派遣回数
開催予定回数 120回（R1～R4）

いわて三陸復興フォーラム開催回数
開催予定回数 14回（R1～R4）

防災教育教材操作研修会開催回数
開催予定回数 4回（R1～R4）

未来のための伝承・発信

※県内主要観光地
　14箇所を対象

令和3年度  225.1万人回

47.9%
震災前3年間（H20～22）の
平均 47,478トン
震災前3年間（H20～22）の
平均 47,478トン

震災前（H22）
470.3万人回
震災前（H22）
470.3万人回

令和4年度 25,304トン 

53.3%
令和4年度 25,304トン 

53.3%

震災前3年間（H20～22）の
平均 169,627トン
震災前3年間（H20～22）の
平均 169,627トン

令和4年度 84,668トン

49.9％
令和4年度 84,668トン

49.9％

実績156回 130%実績156回 130%

実績3回 75%実績3回 75%

実績 1,851,779回 253.3%実績 1,851,779回 253.3%

Ⅱ暮らしの再建Ⅰ安全の確保

Ⅳ未来のための伝承・発信Ⅲなりわいの再生

より良い復興～４本の柱～

（令和元年6月完了）

（令和3年3月完了）（令和2年4月完了）

（令和2年12月完成）

（平成31年3月完了）

実績12回 85.7%実績12回 85.7%

いわて
復興の歩み
2011.3 -2023.3

2 復興の状況
陸前高田市（令和3年5月）

※進捗状況は、特に表記のない場合、令和５年３月31日現在のものです。

　岩手県では、国連で採択されたSDGsに共通する「誰一人取り残さない」とい
う理念のもと、より良い復興（ビルド・バック・ベター）を進めてきました。
　SDGsは、Sustainable Development Goals、持続可能な開発目標で、17
の目標を掲げています。
　復興とは、「災後開発（post-disaster development）」です。例えば、津波被
害で発生した膨大なガレキ処理にあたっては、最大限リサイクルを進め、最終
的に９割近くを再利用しました。再生可能エネルギーの導入では、太陽光発電
機だけでも3,500キロワットを超え、メガソーラー数基分相当となっています。
　また、様々な分野で活躍する女性で構成する委員会を設置し、頂いた意見を
復興の取組に反映しています。

第２期復興推進プラン（令和５～８年度）
　これまでの復旧・復興の取組の成果と課題を踏まえ、県では、令
和５年度からの４年間を計画期間とする第２期復興推進プランを
策定しました。
　第２期復興推進プランでは、いわて県民計画（2019～2028）に
掲げる「復興の目指す姿」を実現するため、復旧・整備を進めている
津波防災施設の早期完成やこころのケアなど復興固有の課題のほ
か、日本海溝・千島海溝沿いの巨大地震や主要魚種の不漁対策、新
型コロナウイルス感染症といった新たな課題に対応するとともに、
新たな交通ネットワークを生かした産業振興や水産業の再生に向
けた施策、国内外との交流を活発化する施策を展開していきます。 

災害に強く安全で安心な防災のまちづく
りと交通ネットワークの構築を進めます

地域のなりわいを再生し、地域経済の
活性化を図ります

お互いに支え合いながら安心して心豊か
に暮らせる生活環境の構築を目指します

震災津波の事実と教訓を世界中の人々
と共有し、自然災害に強い社会の実現
を目指します

復興の取組とＳＤＧｓ
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※

交通ネットワーク
②

■■ 海岸保全施設等の復旧・整備
　   復興まちづくりと一体となった防潮堤・水門等の復旧・整備

　防潮堤等の海岸保全施設の復旧・整備に当たっては、専門家で構成される「岩手県津波
防災技術専門委員会」を設置し、各市町村から復興まちづくりの方向性を伺いながら、科学
的・技術的な知見に立脚した防潮堤の高さや配置の検討を進め、平成23年10月までに本
県沿岸を24の地域海岸に区分し、防潮堤等の高さを公表しました。
　また、早期整備のため、土地収用法に基づく事業用地の取得を実施したほか、資材不足
への対応として工場製品を活用するなどの取組を進めてきました。
　この結果、令和5年3月末時点で復旧・整備が必要な142箇所のうち140箇所で整備が
完了しています。

■■ 復興のまちづくり
　   災害に強い安全なまちづくりを実現

　令和3年3月末時点で、計画していた7,472区画全てが完成しました。

■■ 生活空間の
　放射線量などの測定
　   測定結果をホームページで公表

　生活空間の放射線量や、大気中のちり、
降水（雨、雪）、水道水、農林水産物などに含
まれる放射能を測定し、その結果をホーム
ページで公表しています。生活空間の放射
線量は、平成25年8月以降、全地点で国の
除染基準を下回っており、緩やかな低減から
最近では横ばい傾向にあります。

■■ 災害廃棄物
　（がれき）の処理
　   約618万トン
　　[本県一般廃棄物約14年分]の
　　処理を終了

　東日本大震災津波により約618万トン
の災害廃棄物が本県で発生しましたが、県
内外の自治体の協力や、多くの関係者・住
民の皆様のご理解とご支援に支えられ、平
成26年３月末までにその処理を終えました。

■■ 港湾の復旧
　   コンテナ取扱貨物量が過去最高を記録

　東日本大震災津波で被災した港湾施設は復旧し、釜石港へのガントリーク
レーンの整備や新たな外貿定期コンテナ航路の開設など、港湾利用者のニー
ズに対応した施設整備や機能拡充が進んでいます。
　令和元年における本県港湾のコンテナ取扱貨物量は、前年の9,651TEUを
大幅に上回る12,615TEUとなり、過去最高を記録しました。
　また、令和２年以降、新型コロナウイルス感染症の拡大に起因した世界的な物
流混乱の影響を受けましたが、釜石港では内陸部の企業の利用増などにより、令
和２年のコンテナ航路の利用企業数が過去最高の113社になるとともに、大船渡
港では令和３年のコンテナ取扱貨物量が3,994TEUと過去最高を記録しました。

被災直後

令和4年3月

高田地区海岸の復旧工事の状況

宮古市赤前地区・宮古運動公園

宅地整備が完了した陸前高田市
今泉地区の様子（令和3年2月）

完成した「釡石祈りのパーク」、
「いのちをつなぐ未来館」、「鵜の郷交流館」

（平成31年3月供用開始） （令和3年3月31日現在）

12市町村・158箇所/7,472区画

土 地 区 画 整 理 事 業

津波復興拠点整備事業

防災集団移転促進事業

漁業集落防災機能強化事業

7市町村・19箇所/4,911区画

6 市 町 ・ 1 0 箇 所

7市町村・88箇所/2,090区画

11市町村・41箇所/471区画

事業名 実施市町村数・実施箇所数/区画数

合　計

三陸鉄道リアス線 島越駅（令和3年5月）

（平成25年8月撮影）(平成23年5月撮影)

災害廃棄物の広域処理先
青森県 61,003㌧
宮城県  4,326㌧
秋田県 37,539㌧
山形県 77,687㌧
福島県 12,131㌧
群馬県 7,673㌧
埼玉県 1,147㌧
東京都 106,051㌧
神奈川県 159㌧
新潟県 291㌧
富山県 1,256㌧
石川県 1,953㌧
福井県 6㌧
静岡県 3,176㌧
大阪府 15,299㌧

合　計 329,697㌧
（1都1府13県）

防災のまちづくり
①

（1）安全の確保

いわて
復興の歩み
2011.3 -2023.3

3 これまでの主な取組

サーベイメータによる測定 ※積雪時は、遮へい効果で測定値が低めとなっています。

汚染状況重点調査地域における測定結果の推移

■■ 水門・陸閘自動閉鎖システムの整備
　   津波注意報等を契機に水門・陸閘を自動で閉鎖

　東日本大震災津波におい
て、水門・陸閘の閉鎖作業に
関わり多くの消防団員が犠
牲となった事実を踏まえ、操
作員の安全の確保や津波か
ら県民の生命と財産を守る
ため、衛星回線を活用し門
扉の閉鎖などを自動で行う「水門・陸閘自動閉鎖システム」
の整備を進めています。
　当システムは、国が発表する津波注意報等（J-アラート）の受信を契機に、県内の各水門や陸閘に閉鎖の一斉命令を送信
し、門扉の閉鎖や閉鎖にかかる安全警報等が自動で開始されます。
　平成29年7月から一部で運用を開始し、214基の水門・陸閘での運用開始に向け、整備を進めています。
　令和４年１月16日にトンガ諸島付近の海底火山噴火の影響により津波注意報・警報が発表された際には、運用開始後初め
て自動閉鎖システムが稼働し、当時運用中の全165施設が閉鎖されました。

鵜住居川水門（令和4年1月16日 自動
閉鎖システム稼働による閉鎖状況）

※陸閘（りっこう）：堤防の海側と陸側を往来するための門扉。

自動閉鎖システムの仕組み

釡石港のガントリークレーン

放射能に関する情報  »
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E4

宮古盛岡横断道路
宮古~盛岡約80km
約35分短縮!

（令和３年３月全線開通）

三陸沿岸道路
仙台～八戸359km
約３時間20分短縮!
(令和3年12月全線開通)

E45

東北横断自動車道
釡石秋田線

釡石~花巻80km
約30分短縮!

（平成31年３月全線開通）

E46
花巻市

宮古市

釡石市

八戸市

E45E4A

E45

E45

E46
E46

E4

至
仙台市

陸前高田

大船渡

釡石中央

大槌

山田

宮古中央

岩泉龍泉洞

田野畑中央

普代

野田

久慈

洋野種市

盛岡市

■■ 地域雇用の確保
　   被災求職者の生活の安定を図り、被災地の復興を支える

　安定的な雇用及び地域の中核となる産業や地域経済の活性化に資する雇用を確保す
ることにより、被災求職者の生活の安定を図り、被災者の復興を支えるため、被災求職者の
雇入れに係る費用に対し、１人当たり３年間で最大120万円、休職者の雇入れのために要す
る住宅支援に係る費用に対し、１年間で最大240万円（最大３年間）の助成を行っています。

■■ 生活再建・生活の安定を支援するセンターの設置
　   被災者の状況に応じた相談支援

　平成23年７月から沿岸４地区に被災者相談支援セ
ンターを、平成28年５月から盛岡市に内陸避難者支
援センターをそれぞれ令和３年３月まで設置し、弁護
士等の専門家や関係機関との連携のもと、生活再建
に係る様々な相談に対応しました。
　令和２年度末までに全ての被災者が応急仮設住宅から恒久的住宅へ移られていますが、その後においても生活面や経済
面等の複雑な課題を抱える被災者の相談に対応するため、令和３年４月にいわて被災者支援センターを釜石市に設置しま
した（盛岡市にはサブセンターを設置）。センターでは、専門家（弁護士、ファイナンシャルプランナー）、市町村や社会福祉協
議会等の関係機関と連携し、伴走型の支援を行っています。

開設当初のセンター 【釡石地区】 いわて被災者支援センター 【釡石市】

令和4年度までの助成対象労働者数
年　度

平成23年度
平成24年度
平成25年度
平成26年度

人　数
139人
5,344人
7,298人
4,266人

平成27年度
平成28年度

239人
105人

平成29年度
平成30年度

87人
122人

令和元年度 118人
令和 2年度
令和 3年度
令和 4年度

80人
78人
41人

合　計 17,917人

災害公営住宅「南青山アパート（盛岡市）」（令和２年12月 完成） （令和2年12月31日時点）
大槌町安渡地区災害公営住宅
 （平成30年12月 完成）

■■ 災害公営住宅の整備・住宅再建支援
　   恒久的な住宅供給のために

　住宅を失った方への恒久的な住宅供給対
策として、平成23年10月に「岩手県住宅復興
の基本方針」を策定し、災害公営住宅の整備、
民間持家住宅（自力再建）及び民間賃貸住宅
への支援による住宅の再建支援に取り組んで
います。
　このうち災害公営住宅については、令和２年
12月で、計画
していた5,833
戸が全て完成
しました。

いわて
復興の歩み
2011.3-2023.3

3これまでの主な取組（2）暮らしの再建

生活・雇用
③

■■ 三陸鉄道リアス線誕生
　   平成31年３月、南北が一つに

　三陸鉄道は、東日本大震災津波により甚大な被害を受け、全線が不通となりました。復旧には、クウェート国からの救援金
の活用による新車両の導入、駅舎の整備など、多くの企業、団体、個人の皆様からの支援をいただきながら、平成26年４月に
南・北リアス線の全線で運行を再開しました。
　その後、同じく震災により不通となっていた旧ＪＲ山田線（宮古－釜石間）は、平成31年３月23日に三陸鉄道へ経営移管さ
れ、国内の第三セクター鉄道としては最長となる163km（盛－久慈
間）が新たに三陸鉄道リアス線として生まれ変わりました。これによ
り三陸沿岸が一つのレールで繋がり、住民の利便性が大きく向上し
ました。

リアス線開通記念列車リアス線開通記念列車出発式（平成31年3月23日）

災害公営住宅市町村別整備戸数
市町村
洋野町
久慈市
野田村
田野畑村
岩泉町
宮古市
山田町
大槌町
釡石市
大船渡市
陸前高田市
その他市町村
合　計

4
11
100
63
51
766
640
876
1,316
801
895
310
5,833

整備戸数

■■ 復興道路等の整備
　   三陸沿岸道路等の復興道路が全線開通

　災害に強い道路ネットワークを構築するため、三陸沿岸の縦軸及び内陸部と沿
岸部を結ぶ横軸となる高規格道路が「復興道路」として、かつてないスピードで
整備されました。
　令和２年度までに横軸の東北横断自動車道釜石秋田線及び宮古盛岡横断道
路が全線開通したことに加え、令和３年12月18日には縦軸の三陸沿岸道路が全
線開通し、震災から10年余り
で県内の復興道路359km
が完成しました。復興道路の
全線開通により、移動時間の
短縮や災害に強い道路の確
保、渋滞の解消等の効果が
地域経済に波及していくこと
が期待されます。

三陸沿岸道路　全線開通（令和３年12月18日）
出典：「いわての復興道路チラシ」を改変して作成
（https://www.pref.iwate.jp/kendozukuri/douro/genkyou/1038402.html）

釡石JCT

いわて被災者支援センター (釡石)

 ☎ 0193-30-1034／携帯電話 080-9634-6650

盛岡サブセンター

☎ 019-601-7640

※令和4年度及び合計は、令和5年1月末時点の見込みであり、
年度終了時点の実績は、当該人数とは異なる可能性があります。

災害公営住宅の整備状況  » 住まいの改修・再建  »

提供：三陸国道事務所提供：三陸国道事務所

8 9資料－110



　いわてこどもケアセンターの設置

　東日本大震災津波により大きなストレスを抱えながら生活する子どもたちの心のケ
アに対応するため、平成23年６月に「子どものこころのケアセンター」を宮古市に開設、
気仙地区・釜石地区にも同センターを順次開設しました。
　震災後の様々なストレスを抱えて生活する子どもたちの心のケアのため、平成25年
5月、中長期的支援の拠点「いわてこどもケアセンター」をクウェート国や日本赤十字
社の支援により岩手医科大学矢巾キャンパス内に設置しました。令和元年9月に岩手
医科大学附属病院が矢巾へ移転し児童精神科を開設したことから、診療については同病院に引き継ぎ、現在は被災した子どもた
ちの相談や地域支援等を行っています。

応急仮設住宅集会所での健康チェック

岩手県こころのケアセンター職員による訪問活動

保健・医療・福祉
④

県立高田病院県立山田病院

■■ 岩手県災害派遣福祉チームの設置
　   オール岩手で災害時の福祉を確保

　東日本大震災津波の経験を踏まえ、平成25年度に、県、福祉関係団体等と官民学共同
により、大規模災害時において、避難所等で高齢者や障がい者など要配慮者※の福祉・介
護等のニーズ把握や応急支援などを担う「岩手県災害派遣福祉チーム」を設置しました。
　平成28年熊本地震や平成28年台風第10号災害、平成30年7月豪雨では、熊本県や
岩泉町、岡山県へチームを派遣し、現地の支援関係者と連携して、避難所でのニーズ把
握や環境改善、応急的な介助支援など様々な活動を行い、災害時における要配慮者支援
体制の確保に努めました。

■■ 防災ボランティア支援の取組
　   官民協働で効率的な防災ボランティア活動へ

　ボランティア活動は、被災地のマンパワー不足を補うのみにとどまらず、柔軟で
きめ細かな支援活動により、多くの被災者を支えました。
　こうした活動を一層推進するため、平成26年３月に策定した「岩手県防災ボラ
ンティア活動推進指針」に基づき、官民協働で「岩手県防災ボランティアネット
ワーク」を設置し、非常時における円滑なボランティアの受入に備えています。
　令和元年台風第19号災害では、ネットワーク構成団体等が連携して災害ボラ
ンティアセンターを支援し、6,400人を超えるボランティアの受入が行われました。

■■ 被災地における保健活動
　   応急仮設住宅等の生活に対応した予防医療

　県、市町村及び関係機関が連携しながら、応急仮設住宅等を保健師などが
定期的に巡回し、発災から平成30年度までに延べ約4万人に血圧測定などの
健康観察や健康相談、健康教育等の保健活動を行いました。
　また、県は、県歯科医師会及び県歯科衛生士会の協力のもと、歯科医師・歯
科衛生士による歯科健診や歯科相談等の歯科保健活動を実施し、延べ約1万
人に支援を行いました。

■■ 被災地における高齢者の交流促進
　   いつまでも健康・元気で生きがいを創造

※高齢者や障がい者、妊産婦、乳幼児、病弱者等特別な配慮を必要とする方。

チーム員研修

　被災地高齢者ふれあい交流促進

　災害公営住宅や応急仮設住宅等にお住まいの被災者と地域住民との交
流の活性化や高齢者の健康の維持・増進を図るため、誰でも気軽に参加でき
る「ふれあい運動教室」を開催するとともに、運動教室の中心的役割を担う
「ふれあい運動サポーター」の養成講座の開催や、養成講座修了者を対象と
したフォローアップ研修を実施してきました。
　今後は、地域住民が中心となって自主的に取り組む介護予防事業の活動などを支援していきます。

　被災地における地域包括ケアシステム構築の支援

　被災地における地域包括ケアシステムの構築を支援するため、災害公営
住宅や応急仮設住宅等にお住まいの要援護高齢者の介護予防や要介護高
齢者のリハビリテーションに係る巡回相談と従事者への技術的助言等を行う
とともに、介護予防教室・生活相談会・サロン等の開催支援、高齢者の相談・
支援等に携わる関係者を対象とした研修などを実施してきました。
　今後は、引き続き市町村や関係団体等と連携を取りながら、現地の状況や
ニーズの変化に対応した介護予防教室の開催などを通じて、地域で高齢者
を支える仕組みづくりを支援していきます。

防災ボランティア支援ネットワーク研修会

ふれあい運動教室

いわてこどもケアセンター

■■ こころのケアの取組
　   被災者１人ひとりの心に寄り添う

　岩手県こころのケアセンターの設置

　被災者の精神的負担を軽減するため、県内外のチームの支援により、「こころのケ
ア」活動を行い、発災から平成24年３月末までに、延べ30チームの派遣を受け入れ、
延べ約9,800人の住民のケアに取り組みました。
　この活動を引き継ぎ、平成24年２月に、岩手医科大学内に「岩手県こころのケアセンター」を、３月には、沿岸４箇所（久慈市・宮
古市・釜石市・大船渡市）に「地域こころのケアセンター」を設置し、被災者一人ひとりに寄り添ったこころのケアを推進しています。

■■ 被災地における医療確保支援
　   慣れ親しんだ地域で健康で安心して暮らせるように

　被災県立病院の再建

　被災した県立病院については、平成28年５月に大槌病院、９月に山田病院、平成30年３月には高田病院が開院し、すべての県
立病院の再建が完了しました。

介護予防教室

岩手県防災ボランティア活動推進指針  » 

岩手県災害派遣福祉チーム  »
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地域コミュニティ
⑤

いわて復興教育スクールの取組東日本大震災津波伝承館の見学学習

　被災地の事業者等の事業推進や課題
解決を支援するため、事業者のニーズに
合わせて、実践型インターンシップや副業
を行う外部人材のコーディネートを実施し
ました。
　また、事業者等の資金調達や組織運営
基盤の強化を支援するため、専門家によ
るオンライン相談を行いました。

「被災地事業者等の事業・活動推進、
組織基盤強化のための
伴走型コーディネート」

　文化芸術による新たなコミュニティの形
成や心の復興を図るため、東日本大震災津
波を題材にした小説の朗読劇や、「3.11文
化によるいわて復興フォーラム」を開催しま
した。
　また、市民劇による地域間交流や、市民
劇連携フォーラムを開催しました。　

「文化芸術による新たなコミュニティ形成」

助成事例
①

助成事例
②

　多様な視点に配慮した地域防災力の向上を図るため、岩手
県男女共同参画センターでは、男女共同参画の視点からの防
災・復興をテーマとした講座やワークショップなど、普及啓発に
取り組んでいます。

男女共同参画の視点からの防災・復興取組事例

大船渡市で開催した講座の様子
（令和４年９月17日 

いわて男女共同参画サポーター養成講座）

街中を探検するワークショップ
（同左）

教育・文化・スポーツ
⑥

■■ 文化・芸術による支援
　   文化芸術の力で子どもたちに笑顔を

　令和２年12月、世界的なヴァイオリニストのイヴリー・ギトリスさんが逝去されました。ギトリ
スさんは、平成24年３月の県と陸前高田市の合同追悼式において、高田松原の流木で作製
したヴァイオリンによる演奏を皮切りに、“復興の絆”コンサートなどで来県され、多くの県民に
癒しと復興に向けた勇気を与えてくださいました。ギトリスさんへの追悼の意を込めて、県では、
令和３年12月にギトリスさんゆかりの演奏家によるコンサートを開催するとともに、令和５年２
月にはこれまでの交流の記録映像を公開しました。
　また、世界で活躍する指揮者の佐渡裕さんは、スーパーキッズ・オーケストラとともに毎年
被災地を訪れ、「さんりく音楽祭」開催を通じて、音楽で心の復興を支えてくださっています。
このほか、被災地の小中学校などでは、楽器演奏、人形劇、演劇など、芸術家の派遣公演が
行われています。　

■■ いわての学び希望基金
　   子どもたちの「暮らし」と「学び」のために

　県では、被災地の子どもたちの「暮らし」と「学び」を支援するため、「いわての学び希望基
金」を設置し、全国・海外の皆様からの善意の寄附を広く募っています。
　皆様からご支援いただいた寄附金は、27,487件、106億円（令和5年3月）となり、親をなくし
た子どもたちへの奨学金のほか、高校生の教科書購入費用や部活動の遠征費など、被災地の
子どもたちを末永く支援していきます。

■■ 若者・女性等の復興への参画
　   住民一人ひとりが復興の主役

　復興の取組にあたっては、女性、若者、高齢者、障がい者等の多様な視点が重要です。
　被災地では、若者・女性等が主体となった復興まちづくりや地域課題解決に向けた取組も進んでいます。

■■ 新たなコミュニティの形成支援
　   市町村のコミュニティ形成支援をサポート

　被災された方が、恒久的な住宅へ移った後も、安心して心豊かに暮らせる生活環
境を実現することが求められています。
　災害公営住宅や移転先における新たなコミュニティ形成を支援するため、平成29
年度から市町村及び被災者支援を行う民間団体等の調整役となるコーディネーター
を配置し、市町村の取組を支援しています。

■■ ＮＰＯ等が行う復興活動を支援
　   復興支援の担い手の運営力を強化

　ＮＰＯ等は、その機動力、ネットワーク、専門性を活かし、復興支援活動をはじ
めとした地域課題解決に大きな役割を果たしています。
　県は、平成25年度から「ＮＰＯ等による復興支援事業」を実施し、ＮＰＯ等が
行う復興・被災者支援活動への助成や団体の運営基盤を強化するための支援
を行っており、令和3年度までに206団体に事業費助成を行いました。

■■ 「いわての復興教育」
　   震災の教訓から得た
　　３つの教育的価値『いきる』『かかわる』『そなえる』

　県内全ての公立小・中学校・義務教育学校及び県立高等学校・特別支援
学校では、郷土を愛し、その復興・発展を支える人材を育成するため、「いわ
ての復興教育」プログラムに基づき、震災津波の教訓から得た３つの教育的
価値を育てています。
　また、東日本大震災津波の経験や教訓を踏まえ、副読本や絵本、「いわて
震災津波アーカイブ～希望～」、震災伝承施設等を活用し、各校の実情に応
じた取組を展開しています。

いわて“復興の絆”コンサート
（平成28年9月16日）

さんりく音楽祭

環境生活部若者女性協働推進室  »  ☎019-629-5198

「いわての復興教育」 教育委員会事務局学校教育室  »  ☎019-629-6207
「いわて震災津波アーカイブ～希望～」 復興防災部復興推進課  »  ☎019-629-6945

復興教育「絵本」

取組事例やノウハウをまとめた冊子
「コミュニティ支援のすゝめ」

いわての学び希望基金小冊子

生命の大切さ・心のあり方・心身の健康

『いきる』

人の絆の大切さ・地域づくり・社会参画

『かかわる』

自然災害の理解・防災や安全

『そなえる』

復興防災部復興推進課  »  ☎019-629-6935 「いわての学び希望基金」  »

「いわての復興教育」  »
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復興支援への感謝を伝えるビッグフラッグの掲出

フィジー・ウルグアイ 両チームによる白熱したプレー カナダ代表による被災地ボランティア活動 ナミビア代表による市民との交流

白浜虎舞 臼澤鹿子踊大浦さんさ踊り 松の下大神楽

■■ ラグビーワールドカップ2019
　 開催を通じた取組
　   ラグビーワールドカップ2019岩手・釡石開催

　令和元年9月25日、釜石鵜住居復興スタジアムにおいて、秋篠宮皇
嗣同妃両殿下の御臨席のもと、ラグビーワールドカップ2019「フィジー
対ウルグアイ」戦が行われました。
　試合前のセレモニーでは、国内外から来場した約14,000人の観客に
向け、子どもたちによる復興支援への感謝を伝えるビッグフラッグの掲
出や、釜石市内の全小中学校の児童・生徒による「ありがとうの手紙」の合唱披露などが行われ、各種メディアを通じて、岩手か
ら世界に対し復興支援への感謝と復興に力強く取り組む姿を発信しました。
　10月13日に開催予定であった「ナミビア対カナダ」戦は、台風第19号の影響で中止となりましたが、カナダ代表チームの被災
地ボランティア活動やナミビア代表チームによる市民や子どもたちとの交流が行われ、新たな絆が生まれました。

■■ スポーツ・レクリエーション施設の機能回復 
　   県立野外活動センター開所

　令和３年７月１日、東日本大震災津波で全壊した県立野外活動センター（愛称：ひろたハマラインパーク）が、陸前高田市広田町
に移転復旧し、全施設の供用を開始しました。
　このセンターは、約９万６千㎡の敷地に、200人が宿泊できる宿泊棟や体育館、テニスコート、運動広場などを備えています。
　海での体験活動やスポーツ合宿といった従来の機能に加え、避難所開設ゲームの体験や近隣の震災遺構・伝承施設見学な
ど、復興・防災教育の機能も新たに備えた施設として活用されています。

■■ 伝統文化等の保存・継承
　  民俗芸能の復興支援

　被災した活動用具の購入や施設の修繕に係る費用の一部を補助するなど、民俗芸能団体の活動再開支援に取り組みました。
令和３年３月末までに、被害を受けた73団体の支援を行いました。
　また、令和２年９月に、大槌町の末広町町営住宅（災害公営住宅）において、「臼澤鹿子踊」「向川原虎舞」「松の下大神楽」の
３団体が民俗芸能を披露しました。
　この催しは、地域の民俗芸能により住民の交流を進めることを目的に行われ、新型コロナウイルス感染症の影響で地域の祭り
の多くが中止となっていた中、災害公営住宅の入居者だけではなく、近隣住民も多く参加し、会話や踊りを楽しみました。

　大会を記念したメモリアルイベントの開催

　ラグビーワールドカップ2019岩手・釜石開催を記念した「いわて・かまいしラグビーメモリアルイベント」を開催しました。釜石鵜
住居復興スタジアムにおいて、令和２年10月9日、10月10日には「釜石シーウェイブスＲＦＣ対クボタスピアーズ」戦、令和３年11
月14日には「釜石シーウェイブスＲＦＣ対コベルコ神戸スティーラーズ」戦をメモリアルマッチとして実施したほか、「いわて・かまい
しラグビーファンゾーン」において、パブリックビューイング、ラグビーワールドカップ出場選手によるトークショー、復興情報の発信
などを行い、大会レガシーを体感・継承する機会となりました。

■■ 東京2020オリンピック・
　パラリンピック競技大会への取組
　   岩手県「復興の火」の開催

　「復興五輪」の観点から、オリンピック聖火リレーの開催に先立ち、ギリシャで採火
した火を「復興の火」として、被災３県（岩手県・宮城県・福島県）で展示しました。
　岩手県では、令和２年３月22日と23日の２日間開催し、22日は、宮古駅前で出発セ
レモニーを行い、集まった県民とともに東日本大震災津波の犠牲者に黙とうを捧げた
後、知事が聖火皿に点火しました。その後、聖火をランタンに移し、三陸鉄道とJR釜
石線ＳＬ銀河で運びながら、沿線の駅等で展示セレモニーを行いました。
　23日には、大船渡市の防災観光交流センター「おおふなぽーと前広場」で再び聖
火皿に点火し、展示セレモニーを行いました。
　各会場には聖火を歓迎する多くの方 に々来場いただき、「復興五輪」を身近に感じ
る機会となりました。

　「笑顔で灯そう。幸せの灯。希望の灯。」～東京2020オリンピック聖火巡回展示～

　令和３年３月12日から16日までの５日間にわたり、県内５
町村（軽米町、九戸村、葛巻町、西和賀町、住田町）において、
東京2020オリンピック聖火の巡回展示を実施しました。
併せて、小学校での訪問展示も行いました。
　また、巡回展示の前日、東日本大震災津波から10年となっ
た同年３月11日には、復興五輪の象徴である聖火が、「東北
復興平泉宣言」の地であり、東北の中心に位置するとされる
世界遺産・中尊寺を訪問し、岩手のみならず、青森、宮城、福
島の全ての被災者に寄り添い、希望の光を照らしました。

軽米町でのスタートセレモニー 小学校での訪問展示

県立野外活動センター（全景） いかだ体験 避難所開設体験（段ボールベッド体験）

聖火皿への点火（宮古駅前）

「おおふなぽーと」での展示の様子

復興支援への感謝を伝えるビッグフラッグの掲出

フィジー・ウルグアイ 両チームによる白熱したプレー カナダ代表による被災地ボランティア活動 ナミビア代表による市民との交流

白浜虎舞 臼澤鹿子踊大浦さんさ踊り 松の下大神楽

■■ ラグビーワールドカップ2019
　 開催を通じた取組
　   ラグビーワールドカップ2019岩手・釡石開催

　令和元年9月25日、釜石鵜住居復興スタジアムにおいて、秋篠宮皇
嗣同妃両殿下の御臨席のもと、ラグビーワールドカップ2019「フィジー
対ウルグアイ」戦が行われました。
　試合前のセレモニーでは、国内外から来場した約14,000人の観客に
向け、子どもたちによる復興支援への感謝を伝えるビッグフラッグの掲
出や、釜石市内の全小中学校の児童・生徒による「ありがとうの手紙」の合唱披露などが行われ、各種メディアを通じて、岩手か
ら世界に対し復興支援への感謝と復興に力強く取り組む姿を発信しました。
　10月13日に開催予定であった「ナミビア対カナダ」戦は、台風第19号の影響で中止となりましたが、カナダ代表チームの被災
地ボランティア活動やナミビア代表チームによる市民や子どもたちとの交流が行われ、新たな絆が生まれました。

■■ スポーツ・レクリエーション施設の機能回復 
　   県立野外活動センター開所

　令和３年７月１日、東日本大震災津波で全壊した県立野外活動センター（愛称：ひろたハマラインパーク）が、陸前高田市広田町
に移転復旧し、全施設の供用を開始しました。
　このセンターは、約９万６千㎡の敷地に、200人が宿泊できる宿泊棟や体育館、テニスコート、運動広場などを備えています。
　海での体験活動やスポーツ合宿といった従来の機能に加え、避難所開設ゲームの体験や近隣の震災遺構・伝承施設見学な
ど、復興・防災教育の機能も新たに備えた施設として活用されています。

■■ 伝統文化等の保存・継承
　  民俗芸能の復興支援

　被災した活動用具の購入や施設の修繕に係る費用の一部を補助するなど、民俗芸能団体の活動再開支援に取り組みました。
令和３年３月末までに、被害を受けた73団体の支援を行いました。
　また、令和２年９月に、大槌町の末広町町営住宅（災害公営住宅）において、「臼澤鹿子踊」「向川原虎舞」「松の下大神楽」の
３団体が民俗芸能を披露しました。
　この催しは、地域の民俗芸能により住民の交流を進めることを目的に行われ、新型コロナウイルス感染症の影響で地域の祭り
の多くが中止となっていた中、災害公営住宅の入居者だけではなく、近隣住民も多く参加し、会話や踊りを楽しみました。

　大会を記念したメモリアルイベントの開催

　ラグビーワールドカップ2019岩手・釜石開催を記念した「いわて・かまいしラグビーメモリアルイベント」を開催しました。釜石鵜
住居復興スタジアムにおいて、令和２年10月9日、10月10日には「釜石シーウェイブスＲＦＣ対クボタスピアーズ」戦、令和３年11
月14日には「釜石シーウェイブスＲＦＣ対コベルコ神戸スティーラーズ」戦をメモリアルマッチとして実施したほか、「いわて・かまい
しラグビーファンゾーン」において、パブリックビューイング、ラグビーワールドカップ出場選手によるトークショー、復興情報の発信
などを行い、大会レガシーを体感・継承する機会となりました。

■■ 東京2020オリンピック・
　パラリンピック競技大会への取組
　   岩手県「復興の火」の開催

　「復興五輪」の観点から、オリンピック聖火リレーの開催に先立ち、ギリシャで採火
した火を「復興の火」として、被災３県（岩手県・宮城県・福島県）で展示しました。
　岩手県では、令和２年３月22日と23日の２日間開催し、22日は、宮古駅前で出発セ
レモニーを行い、集まった県民とともに東日本大震災津波の犠牲者に黙とうを捧げた
後、知事が聖火皿に点火しました。その後、聖火をランタンに移し、三陸鉄道とJR釜
石線ＳＬ銀河で運びながら、沿線の駅等で展示セレモニーを行いました。
　23日には、大船渡市の防災観光交流センター「おおふなぽーと前広場」で再び聖
火皿に点火し、展示セレモニーを行いました。
　各会場には聖火を歓迎する多くの方 に々来場いただき、「復興五輪」を身近に感じ
る機会となりました。

　「笑顔で灯そう。幸せの灯。希望の灯。」～東京2020オリンピック聖火巡回展示～

　令和３年３月12日から16日までの５日間にわたり、県内５
町村（軽米町、九戸村、葛巻町、西和賀町、住田町）において、
東京2020オリンピック聖火の巡回展示を実施しました。
併せて、小学校での訪問展示も行いました。
　また、巡回展示の前日、東日本大震災津波から10年となっ
た同年３月11日には、復興五輪の象徴である聖火が、「東北
復興平泉宣言」の地であり、東北の中心に位置するとされる
世界遺産・中尊寺を訪問し、岩手のみならず、青森、宮城、福
島の全ての被災者に寄り添い、希望の光を照らしました。

軽米町でのスタートセレモニー 小学校での訪問展示

県立野外活動センター（全景） いかだ体験 避難所開設体験（段ボールベッド体験）

聖火皿への点火（宮古駅前）

「おおふなぽーと」での展示の様子
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いわて
復興の歩み
2011.3-2023.3

3これまでの主な取組

水産業・農林業
⑦

海面養殖施設でのギンザケの水揚げの様子

いわて水産アカデミーにおける新規漁業就業者
集合研修（ロープワーク）

（3）なりわいの再生

■■ 漁船・共同利用施設・種苗生産
　施設等の復旧・整備
　   漁業者の生産活動の早期再開を支援

　壊滅的な被害を受けた本県水産業の早期復
旧・復興に向けて、漁協による漁船や養殖施設
の一括整備、集荷場や作業場等の共同利用施
設の復旧・整備などに取り組んできました。
　その結果、漁業者や漁業協同組合が必要とする漁船や養殖施設、種苗生産施
設等の復旧は全て完了し、震災前の漁業・養殖業の生産基盤が復旧しています。
　今後も、新規就業者の確保や意欲ある漁業者の育成、サケの回帰率向上、ワ
カメやホタテガイなどの養殖生産量の維持・増大に取り組むとともに、サケ・マス
類の海面養殖など新たな漁業・養殖業の取組を推進していきます。

早期復旧に向け漁協が核となって
漁船を一括整備（音部漁港）

漁船等の整備状況・種苗等の生産供給状況
区　分 目標値 実績値 達成状況

漁船（累計）
養殖施設（累計）

ヒラメ種苗放流数（令和4年度）

（令和5年３月31日現在）

6,693隻 6,485隻※ 96.9％
17,480台 17,428台※ 99.7％

110万尾 111万尾 100.9％

※ 事業完了（事業期間：平成23年度～平成27年度）

■■ 県産農林水産物の安全・安心と魅力の発信
　   県産農林水産物の販路拡大等を支援

　県産農林水産物の販路拡大に向け、全国の消費者・シェフ等を対象とした情報冊子「ニュースレター」・web雑誌・動画配信等
による情報発信や、首都圏レストランフェア・商談会の開催、首都圏のシェフを県内に招聘した産地見学会の実施などにより、県
産農林水産物の安全・安心と魅力の発信に取り組みました。

■■ 産地魚市場を核とした流通・加工体制の構築
　   地域に根ざした水産業の振興

　漁業と流通・加工業の一体的な再生のため、県では、荷捌き施設、製氷・冷蔵施設、水産加工施設等の復旧・整備など、産地魚
市場を核とした流通・加工体制の構築を進めてきました。
　その結果、被災した県内全ての産地魚市場が再開し、製氷・冷蔵能力は東日本大震災津波前の水準まで回復したほか、被災し
た水産加工事業所の約９割が事業を再開しています。
　今後も、漁獲から陸揚げ、流通・加工までの一貫した衛生・品質管理を行う「高度衛生品質管理地域づくり」の取組を継続するこ
とで、産地競争力を高め、販路の開拓・拡大を図るほか、高品質な県産水産物の魅力を生かした高付加価値化を促進していきます。

高品質で安全・安心な県産農林水産物を
ＰＲするニュースレターの発行

首都圏シェフを招いての産地見学会の開催首都圏レストランフェア

宮古市魚市場の改修　高度衛生管理型魚市場
（平成31年3月完成）

専門家による現地指導
（高度衛生品質管理体制の構築）

「いわて食の大商談会」の開催
（販路の回復・拡大）

（令和5年３月31日現在）

　「三陸国際ガストロノミー会議」の開催

　令和元年６月10日と11日の２日間、三陸防災復興プロジェクト2019の一環として
「三陸国際ガストロノミー会議2019」を宮古市で、令和２年10月26日と27日の２日
間、「三陸国際ガストロノミー会議2020」を大船渡市で開催しました。令和３年は新型
コロナウイルス感染症の拡大を考慮し、現地での会議の開催を取り止め、公式ＷＥＢ
サイトにおいて講演等の動画を配信しました。
　東日本大震災津波に対するこれまでの多くの支援に感謝の意を表し、国内外の著名
なシェフや専門家等が、ガストロノミー(美食術・食文化)の視点から、いわて三陸の魅力、豊かな食材や食文化等を発信しました。

ピエール・ガニェール氏による基調講演の様子

オリンピック聖火リレー パラリンピック聖火フェスティバル 選手とのホストタウンでの交流

　復興支援に対する感謝や、復興に取り組む姿の発信

　オリンピック聖火リレーやパラリンピック聖火フェスティバル等を実施し、世界中から頂いた復興支援に対する感謝や、復興に取
り組む姿を世界に発信しました。
　令和３年６月16日からの３日間で開催された聖火リレーでは、沿岸被災地の全ての市町村や、世界遺産などの国内外に誇る岩
手ならではの場所を巡る約62.35キロメートルの道のりを、284人のランナーが聖火を繋ぎました。岩手の魅力あふれるルートを
巡りながら、県内各地で、たくさんの人々が身近に聖火に接する素晴らしい機会となりました。
　７月23日に開催された東京2020オリンピックの開会式では、被災３県の子どもたちが聖火ランナーとして出演し、最終ランナー
に聖火を繋ぎました。
　また、８月12日からの５日間で開催された聖火フェスティバルでは、県内33市町村での「市町村採火式」が開催された後、各市
町村で採火した火をひとつに集め、東京都に向けて出立する「集火・出立式」を行いました。
　このほか、「復興五輪」を理念とする東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、復興ありがとうホストタウンの14
市町村をはじめとして、ホストタウンに20市町村が登録され、相手国等との交流事業や、事前キャンプの受入支援を行いました。

岩手県高度衛生品質管理地域の認定状況

区　分 目標値 実績値 達成状況

認定数 10市町村 10市町村 100％
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■■ 復興の動きと連動した観光振興
　   震災学習をはじめとする体験型観光の増加により、教育旅行客が増加

　本県沿岸地域には、「明治日本の産業革命遺産（橋野鉄鉱山）」や「三陸復興国立公園」、「三陸ジオパーク」など、三陸な
らではの観光資源が存在しており、これらを組み合わせた広域周遊滞在型観光の推進、三陸DMOセンターとの連携などに
よる観光人材の育成や三陸固有の観光資源を生かした観光地づくりを進めてきました。
　令和３年においては、新型コロナウイルス感染症の影響を受け、観光入込客数（延べ人数）は減少していますが、復興道路
の全線開通による利便性の向上、震災学習をはじめとした体験型観光の促進により、教育旅行客の入込は、学校数・児童生
徒数ともに平成22年以降で最多となりました。また、復興道路周辺の道の駅の整備や宮古市遊覧船「宮古うみねこ丸」の就
航開始等観光資源が充実し、三陸地域への誘客促進が期待されています。

宮古市田老地区の「学ぶ防災ガイド」に参加する
高校生の様子

■■ 岩手県初となる国際定期便が就航
　   いわて花巻空港が海外からの玄関口へ

　平成30年８月１日、台北との間でいわて花巻空港の開港以来初となる国際定期便が
就航し、平成31年１月30日には２路線目となる上海との国際定期便が就航しました。
　これらは、岩手から直接台湾や中国につながるだけでなく、東南アジアやヨーロッパ等、
世界にもつながる路線となっています。
　いわて花巻空港が海外からの玄関口となることで、インバウンドの増加による県内へ
の経済効果のほか、両地域との交流人口の拡大、ビジネスや文化の交流等の活性化が
期待されます。 上海定期便歓迎セレモニー

（平成31年１月30日）

パックに並んだイチゴ

生育中のイチゴイチゴ栽培用ハウス

台北定期便

被災跡地の利活用
　防災集団移転促進事業で生じた被災跡地を活用し、様々な施設
園芸（イチゴ、トマト等）が展開されています。
　陸前高田市の事業者は、夏涼しく、冬の日照時間が長い沿岸南部
の気候を生かし、平成30年度からイチゴの周年栽培に取り組んで
います。
　大船渡市三陸町越喜来地区の被災跡地にも、新たにイチゴ栽培用
木骨ハウスを整備し、陸前高田市にあるこれまでの施設と合わせ、10
棟のハウスで、国内生産量が少ない夏秋期を中心に出荷しています。
　県内の洋菓子店やパティシエと連携した試作研究会や、首都圏
シェフを招聘した産地見学へ参加するなど、販路拡大に取り組んで
おり、夏いちごの産地化・ブランド化を進めています。

沿岸の気候を生かした園芸振興

観光入込客数の状況

 （盛岡市、八幡平市、滝沢市、雫石町、岩手
町、葛巻町、紫波町、矢巾町）県央

（花巻市、北上市、遠野市、一関市、奥州市、
西和賀町、金ケ崎町、平泉町）県南

（宮古市、大船渡市、釡石市、陸前高田市、住 
田町、大槌町、山田町、岩泉町、田野畑村）沿岸
 （久慈市、二戸市、普代村、野田村、軽米町、

九戸村、洋野町、一戸町）県北

圏　域 平成22年 令和３年 平成22年対比

教育旅行客入込客数の状況

教育旅行入込状況（全県・学校）

教育旅行入込状況（全県・児童生徒数）

平成22年 令和３年 平成22年対比

887万人回

1,140万人回

582万人回

287万人回

458万人回

610万人回

317万人回

175万人回

2,896万人回 1,560万人回

51.6%

53.5%

54.5%

61.0%

53.90%合　計

2,454校
191,836人回

4,555校
268,934人回

185.6%
140.2%

■■ 「いわて復興パワー」による電気料金の割引
　   企業局の電力を活用した「震災復興」・「ふるさと振興」への支援

　企業局と東北電力株式会社が共同で取り組む「いわて復興パワー」により、企業局の発電した電力を活用して、被災地域の企
業等に対する電気料金の割引を行っています。
　平成30年度のスタート以来、約1,080事業所に対して電気料金の割引を実施し、約9億2千万円相当の料金低減を行っています。

グループ補助金により再開した商業施設
【大船渡市】

●  本場フランス仕込みのガレ ットを提
供するカフェの出店

●  地域のにぎわいを生む商業施設で
のパン店の出店

●  沿岸地域の基幹産業の一つである
水産加工業の起業

本事業を活用し起業や新事業
活動に取組んだ事例

復興防災部復興くらし再建課  »  ☎019-629-6930

商工業・観光
⑧

■■ まちなか再生計画に基づく
　 商業施設の整備
　   商店街の本格整備へ

　「まちなか再生計画」に基づき、商業施設の整備と周辺のまちづくり
が一体となって進められています。
　平成29年４月には陸前高田市と大船渡市、令和元年９月には釜石
市、令和２年12月には陸前高田市において、商業施設が開業しました。

■■ グループ補助金による
　中小企業等の再建支援
　   地域経済の早期復旧・復興に向けて

　東日本大震災津波により被災した中小企業等グループの施設・設備の復旧・整
備を支援するため、「岩手県中小企業等復旧・復興支援補助事業」（グループ補助
金）を実施しています。
　令和4年度までに延べ216グループ1,573事業者がグループ補助金を活用して
復旧・復興を進めています。

発酵パークＣＡＭＯＣＹ（カモシー）
【陸前高田市】（令和２年12月17日開業）

■■ 被災地における
　起業・新事業活動等の支援
　   さんりくの起業等促進と魅力ある産業の創出

　若者や女性をはじめ、被災地において新たなビジネスを立ち上げようとす
る方への支援を行うことで、復興まちづくりに合わせたなりわいの再生を図る
ため、平成25年度から「さんりく未来産業起業促進事業」、平成28年度から
「さんりくチャレンジ推進事業」、令和元年度から「さんりくなりわい創出支援
事業」を実施しました。
　令和2年度末までに合計164名の方がこの事業を活用して、起業や新事
業活動の展開に取り組みました。
　令和３年度及び令和４年度は、「沿岸地域起業者等成長支援事業」として
専門経営指導員や専門家による指導等を実施し、起業及び新事業展開後
の事業継続を支援しました。
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いわて
復興の歩み
2011.3-2023.3

3これまでの主な取組

■■ 東日本大震災津波伝承館（いわてTSUNAMIメモリアル）を
拠点とした伝承・発信

　   命を守り、海と大地と共に生きる～二度と東日本大震災津波の悲しみをくり返さないために～

　東日本大震災津波伝承館（愛称・いわてTSUNAMIメ
モリアル）は、令和元年９月22日の開館以来、約71万人
（令和５年4月末時点）の方々にご来館いただいています。
館内には解説パネル、写真、動画、被災した実物資料、被
災者の証言など約150点を展示するほか、ガイダンスシア
ター、津波の実写映像、関係者のインタビュー映像を上映
するコーナーがあり、それぞれ英語・中国語（繁体字・簡体
字）・韓国語でも見学することができます。また、解説員（英語・中国語にも対応）が
常駐し、国内外から来館した方々の見学をサポートするほか、事前に予約をいただ
いた学校や企業・団体のお客様に対して展示解説を実施しています。
　来館された方々からは、「震災経験のない子どもたちにとって大変意味のある学
びとなった」「命を守るため、自分たちにできることが何か、真剣に考える機会になっ
た」「現代ならではの迫力ある映像、情報であり、末永く語り継いでいくべきもので
ある」などの声をいただいています。
　このほか、震災の事実や防災・減災について理解を一層深め、三陸各地の震災
伝承活動や被災地の復興の現状に関心を持っていただけるよう、定期的に企画展
示やセミナー・イベントを開催しています。
　東日本大震災津波伝承館は、日本を代表する震災津波学習拠点として、先人の
英知に学び、震災の事実と教訓を世界中の人々と共有し、自然災害に強い社会を
一緒に実現することを目指します。そして、東日本大震災津波を乗り越えて進む姿
を、支援への感謝とともに発信していきます。

（4）未来のための伝承・発信

佐渡裕さん音楽祭

絆スポーツ震災学習列車

■■ 「三陸防災復興プロジェクト2019」の開催
　   三陸がつながる。日本各地や世界とつながる。ひとつになって 更に前に進む。

　令和元年６月１日から８月７日までの68日間にわたって開催した「三陸
防災復興プロジェクト2019」は、三陸防災復興プロジェクト2019実行委
員会が主催する22の事業に加え、市町村や関係機関が実施した関連事
業により、復興に力強く取り組んでいる地域の姿や、東日本大震災津波
の記憶と教訓を国内外に発信するとともに、三陸地域が本来持っている
多様な魅力を伝え、交流の活発化を推進しました。
　三陸防災復興プロジェクト2019の目指す姿や成果を踏まえ、引き続き、
国内外の多様な主体とつながりながら、三陸防災復興ゾーンプロジェクト
を継続して推進し、オール岩手でより良い三陸の復興と岩手の未来に向
けて取り組んでいきます。

■■ ぼうさいこくたい2021～いわて釡石から～の開催
　   ～震災から10年～つながりが創る復興と防災力

　令和３年11月６日と７日の２日間、釜石市で、防災推進国民大会2021実行委
員会（内閣府等により構成）主催により「防災推進国民大会（ぼうさいこくたい）
2021」が開催され、約5,800名が釜石市を訪れました。防災推進国民大会は、
国民全体の防災意識向上を目的に実施されているもので、６回目となる本大会
は「～震災から10年～つながりが創る復興と防災力」をテーマに開催されました。 
　大会には、県内外の復興や防災に携わる方々が、オンラインや現地で参加し、
防災・減災に関する幅広いテーマについて語るセッションや災害時の対応など
について学ぶワークショップ、復興の歩みや団体企業の活動を紹介するブース
展示、地震体験車等の屋外展示など、様々なプログラムが実施されました。
　防災推進国民大会2021の成果を踏まえ、引き続き、防災・復興に力強く取
り組んでいる地域の姿を発信し、国内外の防災力向上に資する取組を進めて
いきます。

■■ 「いわて復興未来塾」や「いわて三陸復興フォーラム」の開催
　   復興の今を伝え、復興への参画を促進

　復興を担う個人や団体など多様な主体が復興について幅広く学び
合う「いわて復興未来塾」を継続的に開催し、相互に交流、連携しな
がら復興の推進を図っています。
　また、被災地域の現状や復興の取組についての情報や支援の感謝
を発信するため、「いわて三陸復興フォーラム」を県内外で開催し、復
興の取組に対する理解や、継続的な支援、参画の促進を図っています。 令和４年度第２回いわて復興未来塾（震災語り部等ガイドサミット）

（令和４年９月25日）

つ　　な　　み

「東日本大震災津波伝承館」

 TEL »  ☎0192-47-4455

ホタテモザイクアート

■■ 高田松原津波復興祈念公園・震災遺構の活用
　   東日本大震災津波による犠牲者への追悼と鎮魂、震災の記憶と教訓の後世への伝承

　令和3年12月26日、県と国、市が一体となって整備を進めてきた高田
松原津波復興祈念公園が全面オープンしました。　
　同公園内には、国営追悼・祈念施設をはじめ、東日本大震災津波伝承
館（愛称・いわてTSUNAMIメモリアル）、タピック45や奇跡の一本松な
どの震災遺構があり、震災の事実と教訓、防災について学ぶことができ
る施設となっています。本
公園が、追悼・鎮魂の場、
震災の伝承・復興の発信
の場として後世まで引き継
がれ、にぎわいの場として
も末永く活用されていくこ
とが期待されます。

東日本大震災津波伝承館と高田松原津波復興祈念公園

被災した消防車

小学生への展示解説

セッションの様子

ブース展示の様子

避難所グッズの体験イベント海外の学生・研究者への展示解説（オンライン）

陸前高田ユースホステル

奇跡の一本松

下宿定住促進住宅気仙中学校高田松原津波復興祈念公園

タピック45（旧道の駅高田松原）
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■■ 「いわて震災津波アーカイブ～希望～」の公開
　   約24万点の東日本大震災津波に関する資料を収集

　東日本大震災津波からの復旧・復興の事実を後世に残すとともに、これらの出来事
から得た教訓を今後の国内外の防災活動に生かすため、平成29年３月に「いわて震災
津波アーカイブ～希望～」をインターネット上で公開し、収集した約24万点の震災津波
関連資料を検索・閲覧できるようにしています。
　通常の検索機能等に加え、「そなえ」や「前例なき対応」などテーマごとに６つに分類
し、防災教育や地域の防災活動等に活用しやすくしているほか、子ども向けコンテンツ
や震災直後の地元新聞紙の記事なども御覧いただけます。

■■ 「東日本大震災津波を語り継ぐ日条例」の制定
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災津波により、本県では、甚大な被害を受
けました。
　今後も復興に向けた歩みは続いていきますが、二度と同じ悲劇を繰り返さないため
に、復興が果たされる日が来ても、震災の記憶を風化させることなく、震災を体験して
いない世代やこれから生まれてくる子どもたちにもあの日の悲しみと教訓を伝承してい
く必要があります。また、震災により亡くなった人々の果たせなかった想いを引き継ぎ、
未来のために力を合わせてより良い地域を創造し築いていくことが重要です。
　こうしたことから、県では令和３年２月に条例を制定し、震災により亡くなった多くの
尊い命に追悼の意を表し、震災の教訓を伝承するとともに、これまでの復興に向けた
歩みの中で得られた多くの絆を大切にし、一人ひとりの大切な人に想いを寄せ、ふるさ
と岩手を築いていくことを誓い、東日本大震災津波を語り継ぐ日を定めました。

■■ 復興動画・ポスター　「いわて・三陸から　ありがとう！」の制作
　   復興の歩みを進める岩手の姿と支援への感謝を発信

　震災の記憶と教訓の伝承や復興への継続的な支援につなげるため、「いわて・三陸から　ありがとう！」をテーマとした動画
とポスターを制作しました。動画とポスターは、特設サイトからご覧いただけます。

■■ 東日本大震災津波からの復興ー岩手からの提言ー
　   東日本大震災津波からの復興の取組と、そこから得られた教訓や提言

　東日本大震災津波の経験や教訓を県の組織内で確実に継承し、将来の災害の発生に
備えるとともに、取りまとめた内容を発信することで日本全体の防災力向上に貢献しようと
するものです。
　他の自治体に対しても発信を行い、将来の災害対応等に役立てていただくとともに、国
が所管する復興を支える制度や財源などの仕組みについても、提言を行っています。
　県が取り組んできた各分野の取組や教訓を中心に取りまとめながら、有識者の方々からの
教訓・提言などのメッセージ、また沿岸市町村や関係団体・企業
等のそれぞれの取組や提言を寄稿していただき、掲載しています。

提言集

■■ 震災語り部等ガイドの交流・人材育成等の取組
　   ～後世へ語り継ぐ～

　県では、東日本大震災津波の事実と教訓を語り継ぐ活動を行う各地の震災語り部等ガイドの交流促進や育成支援を目的に
セミナーを開催しています。令和４年７月22日に開催したセミナーでは、沿岸地域で語り部活動をしている参加者が、活動内容
や課題などについて意見交換をするとともに、普段の活動をしている地域とは別の震災伝承施設などのガイドを視察しました。
　また、令和３年11月に釜石市で開催された「防災推進国民大会（ぼうさいこくたい）2021」に併せ、沿岸地域の震災伝承
施設（計５施設）を紹介する動画を作成し、参加者に情報発信するとともに、県内外のイベントでの放映や動画共有サイトでの
公開をしています。

■■ いわて防災サミットの開催
　   ～produce by いわてワンプロ～

　令和５年３月10日、盛岡市において、「いわて防災サミット」が開催されました。
　県が公表した最大クラスの地震・津波被害想定を踏まえ、犠牲者ゼロに向けて何をなすべき
か、有識者等の基調講演により防災・減災を考えました。
　また、災害救助犬の認知度向上を図り、その育成や普及、活動を支援する「育てよう災害救
助犬プロジェクト　いわてワンプロ」の活動状況報告や、災害現場で災害救助犬に指示を出
すハンドラーの講演により、災害救助犬に関する知見を深めました。
　本イベントの成果を踏まえ、自助・共助・公助に基づく防災体制づくりに向けて、引き続き、県
民一人ひとりの防災意識の向上や、地域コミュニティにおける住民同士が助け合える体制の強
化、国・県・市町村・防災機関が連携した防災・減災体制の整備などの取組を推進します。

交流セミナー 他施設のガイドを視察 震災伝承施設を紹介する動画

活動状況報告の様子

岩手県公式動画チャンネル  »

「後世へ語り継ぐ
  復興語り部動画」    »

特設サイト「いわてとあなたが、つながるページ」  »

「東日本大震災津波からの復興 －岩手からの提言－」  »

「いわて震災津波
  アーカイブ～希望～」  »

東日本大震災津波を
語り継ぐ日

県の取組、
県民の取組の促進

３月11日は、
「東日本大震災津波
を語り継ぐ日」です。

県は、市町村その他の団体と連携して条例
の趣旨の普及や趣旨に沿った取組を行うと
ともに、市町村等が行う取組への協力や県
民の自発的な取組の促進に努めます。
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■■ 被災市町村への職員派遣
　   全国の自治体等から
　　5,000人を超える人材を確保

　東日本大震災津波により、沿岸の５市町村で
108人の職員の方が犠牲となりました。このような
中、発災直後の３月末に、名古屋市から陸前高田
市に対して職員派遣の申出があり、その後も県内
及び全国の自治体から同様の申出などにより、平
成23年度は171人を、令和5年３月までに5,000
人を超える人材を確保することができました。現在
も継続して全国の自治体に協力いただいています。

■■ 自衛隊による活動
　   138日間にわたり多方面での支援活動を展開

　東日本大震災津波では、10万7千人という空前の規模
で自衛隊が派遣されました。陸・海・空の３自衛隊が、訓練
以外で統合任務隊として運用されたのは初めてのことです。
　自衛隊は、被災者の救出や行方不明者の捜索のほか、
がれきの撤去、支援物資の運送、給水、給食のほか、女性
自衛官による「お話伺い隊」が避難所を巡回して傾聴活動
を行うなど、多方面にわたる活動を展開しました。

（5）全国・海外からの応援

音楽隊によるミニコンサート 【田野畑村】 行方不明者の捜索 【大船渡市】

県外から被災地に到着した消防車群 【陸前高田市】

派遣職員の職場の様子 （令和2年度・陸前高田市役所）

緊急消防援助隊 【大船渡市】

※その他は、機械技師、電気技師、看護師、社会福祉士、保育士、理学療法士、司法書士など。

平成23～令和４年度の人材確保の状況（職種別） （単位：人）

平成23年度 ̶ 171 97 0 42 10 12 10
平成24年度 366 321 145 21 127 21 16 12
平成25年度 628 596 294 70 204 38 21 39
平成26年度

（H27.3.1現在）

（H26.3.1現在）

（H25.3.1現在）

（H24.3.1現在）

平成27年度
（H28.3.1現在）
平成28年度

（H29.3.1現在）

737

777

760

697

715

695

397

418

420

83

65

46

204

211

188

44

43

42

15

8

8

37

37

平成29年度
（H30.3.1現在） 671 615 373 48 161 29 12 40

平成30年度
（H31.3.1現在） 575 524 347 33 120 23 11 23

令和元年度
（R2.3.1現在） 422 399 261 19 101 16 7 14

令和2年度
（R3.3.1現在） 307 307 216 12 69 9 6 7

令和3年度

令和4年度
（R4.3.1現在） 67 66 43 3 19 1 1 2

（R5.3.1現在） 36 33 25 1 4 0 2 2

35

必要
人数

派遣
決定数

一般事務 土木 建築 保健師 その他
うち用地関係

令和4年度における被災市町村の人材確保の状況 （単位：人）

（令和5年3月1日現在）

合　計

33

山田町

1

大槌町

3

釡石市

2

陸前高田市

27

■■ 消防による活動
　   全国からの援助隊と地元消防団により活動を展開

　本県からの緊急消防救助隊派遣要請により、全国からの緊急消防援
助隊の派遣数が延べ2,279隊、7,633人にのぼり、名古屋市消防局が
県内消防活動全般の指揮をとるなど、多くの都道府県隊の支援による
活動が行われました。
　また、地元消防団員も、自ら被災し
た団員も多い中、被災住民の救助や
避難所の運営支援、行方不明者の
捜索活動などを行ったほか、近隣市
町村の消防団員延べ1,400人以上
による支援活動が行われました。

いわて
復興の歩み
2011.3-2023.3

3これまでの主な取組

特別出向警察官着任式

警察官によるヒーロー寸劇

参集したDMATによる打合せ 【宮古市】（平成23年3月）

©US Pacific Fleet

■■ 医療チームの派遣
　   全国各地の医師による被災地医療支援

　発災直後には、国の要請を受けた全国のＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）が来援し、
29都道府県の128チームがトリアージ※や応急処置、病院支援の活動を展開しました。
　また、発災後間もなく岩手医科大学に設置された「災害時地域医療支援室」が
窓口となって受入調整を行い、平成23年12月末までの間に88チーム、延べ
4,463人の県外医師による医療支援が行われました。
　さらに、岩手県医師会（JMAT岩手）による、内陸部から沿岸被災地への診療応
援活動により、県立山田病院と県立大槌病院がその支援を受けました。

■■ 海外からの支援
　   つながりに感謝

　被災地では、米軍と自衛隊による「トモダチ作戦」をはじめ、米国・英国・中国
などの救援隊も救援活動にあたりました。
　また、発災直後から、多くの国々から支援物資が届けられたほか、台湾をはじ
めとする世界各国・地域からの義援金や寄附金が、三陸鉄道の復旧や被災地
における保育所・学童施設・ホールなどの施設整備に役立てられました。

■■ 全国から226人の
警察官が本県へ特別出向

　   被災地の安全と安心の確立のために

　平成23年度から平成28年度まで１都15県から延べ226
人の警察官が本県に特別出向し、被災地の良好な治安の
確保のため、応急仮設住宅の巡回やパトロール活動をはじ
め、交通安全活動、犯罪の取締りなどに従事しました。
　また、大船渡・釜石・宮古署では、沿岸地域の児童・幼児
を対象に、ヒーロー寸劇等による防犯啓発活動も行いました。

海外からの救援隊 【大船渡市】（平成23年3月)

合　計 226

青森県
警視庁
埼玉県
神奈川県
山梨県
長野県
三重県
岡山県
広島県
徳島県
香川県
高知県
熊本県
大分県
宮崎県
沖縄県

15
31
8
10
11
23
15
17
32
5
7
5
18
9
9
11

本県への警察官特別出向人数
出向元 出向人数（延べ）

これまでいただいた支援の状況
東日本大震災津波発災以降、国内外の皆様から多大な御支援や励ましをいただき、心より厚く御礼を申し上げます。

復興が着実に進むよう、全力で取り組んで参りますので、引き続き、御理解と御協力を賜りますようお願い申し上げます。

復興防災部復興推進課  » ☎019-629-6935

ふるさと振興部地域振興室  » ☎019-629-5184

　教育の充実のための奨学金、教科書や制服の購入費、修学旅行や部活動へ
の参加経費など、被災地の子どもたちの「暮らし」と「学び」のために活用させて
いただいております。  ※いわての学び希望基金には、ふるさと納税の一部が含まれています。

いわての学び希望基金　106億円
（令和5年3月末現在）

　三陸沿岸振興、ラグビーワールドカップ2019を契機とした観光
客受入れ等基盤整備や国際リニアコライダーの実現など、岩手の
施策を実現するための資金として活用させていただいております。

ふるさといわて応援寄付　17億円
（令和5年3月末現在）

保健福祉部保健福祉企画室  » ☎019-629-5408

　被災者の生活支援や住宅再建支援、雇用確保
や産業の復興に活用させていただいております。

寄附金　198億円
（令和5年3月末現在）

復興防災部復興くらし再建課  » ☎019-629-6926

　被災された方々の生活再建のために活用させ
ていただいております。

義援金   545億円
（令和5年3月末現在）

岩手県社会福祉協議会ボランティア・市民活動センター  » ☎019-637-4483
　今後とも、被災者と被災地に寄り添うご支援を引き続きお願いいたします。

活動ボランティア受入人数
延べ570,723人
（令和5年3月末現在）

（ふるさと納税）

※傷病者の緊急度や重症度に応じて、治療等の優先順位を決めること。
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これまでの復興の歩みこれまでの復興の歩み
2011.3～2023.32011.3～2023.3

 ３月 11日 東日本大震災津波発生
   岩手県災害対策本部設置
  13日 県内の避難者数が最多の５万4,429人に（在宅含む）
  15日 航路等の啓開により、県内港湾で初めて釜石港の荷役制確保
  16日 釜石港に救援物資を積んだ第1船入港
   三陸鉄道北リアス線陸中野田～久慈間の運行再開
   （以後、4月1日までに他2区間において運行再開）
  19日 応急仮設住宅の建設を開始（陸前高田市・釜石市） 
 ４月 ９日 県内初となる応急仮設住宅への入居開始（陸前高田市）
  11日 「がんばろう！岩手宣言」発表
   「岩手県東日本大震災津波復興委員会」設置
  29日 東北新幹線が全線復旧
 ５月 ６日 天皇皇后両陛下が被災地をご訪問（釜石市・宮古市）
  25日 文仁親王同妃両殿下が被災地をご訪問
   （～26日、大槌町・山田町）
 ６月 2日 宮古市に「子どものこころのケアセンター」を設置
  6日 正仁親王妃殿下が避難所をご訪問（雫石町）
  20日 「東日本大震災復興基本法」成立
  29日 平泉の文化遺産が世界遺産に登録
 ７月 ３日 「東北復興平泉宣言」発表
  13日 県内で初めて宮古港のコンテナ貨物取扱い再開
  15日 三陸鉄道が2014年４月までに全線運行再開の方針を決定
  26日 自衛隊が本県での支援活動任務を終了、県庁前で感謝式開催
 ８月 ５日 皇太子同妃両殿下が被災地をご訪問（大船渡市）
  11日 県内全ての応急仮設住宅が完成
   県が「岩手県東日本大震災津波復興計画復興基本計画」を策定
  31日 県内の全ての避難所を閉鎖
 ９月 16日 憲仁親王妃殿下が被災地をご訪問（住田町・陸前高田市）
  28日 東京都が岩手県内のがれき受け入れを発表、初の広域処理へ
 10月 ３日 岩手県産業復興相談センター開所
 11月 20日 復興道路が着工(三陸沿岸道路(尾肝要道路))（田野畑村）
 12月 7日 「東日本大震災復興特別区域法」成立
  26日 県が復興特区プロジェクトチームを設置

 ２月 15日 岩手医科大学内に「岩手県こころのケアセンター」を開設
  10日 国が復興庁を設置し、盛岡市に岩手復興局、宮古市と
   釜石市に支所を設置
  26日 釜石港湾口防波堤の復旧工事に着工(釜石市）
 ３月 ８日 県内初の防潮堤復旧工事に着工（宮古市金浜海岸）
  11日 東日本大震災津波から１年、各地で追悼式などが挙行される
   東日本大震災津波 岩手県・陸前高田市合同追悼式開催
  28日 沿岸４箇所に「地域こころのケアセンター」を設置
 ４月 １日 「いわてDC（デスティネーションキャンペーン）」を開催
   （～6月30日）
 5月 26日 東北六魂祭が盛岡で開催され、２日間で24万人を超える
   人出を記録
 ６月 11日 県が「復旧・復興ロードマップ（総括工程表）」を発表

 ６月 14日 県内で初めて災害公営住宅の建設に着手（釜石市平田地区）
 ９月 12日 陸前高田市「奇跡の一本松」を保存のため伐採
 10月 10日 県内で初めて、高台移転のための用地造成工事に着工(田野畑村)
 11月 25日 大震災津波後、県内で初めてとなる復興道路の供用開始
   (東北横断自動車道釜石秋田線(宮守～東和))(遠野市、花巻市)
 12月 10日 県内で初めて災害公営住宅への入居開始（大船渡市盛中央団地）
  13日 大槌町の蓬莱島の灯台が再点灯
  19日 文仁親王同妃両殿下が被災地をご訪問
   （～20日、陸前高田市・大船渡市・遠野市・盛岡市）

 1月 26日 大阪府において「いわて三陸復興フォーラム」を開催
 ２月 １日 県内全ての応急仮設住宅団地500メートル以内にバス停
   の設置を完了
  ６日 東京都において「東北連携復興フォーラム」を開催
  ９日 宮古市において「復興のかけ橋フォーラム」を開催
 ３月 ２日 JR大船渡線気仙沼～盛間でBRTによる運行開始
  10日 復興道路「宮古盛岡横断道路（簗川道路）」供用開始(盛岡市)
  11日 東日本大震災津波 岩手県・大槌町合同追悼式開催
  23日 復興道路「三陸沿岸道路（宮古道路（宮古中央インター線））」
   供用開始（宮古市）
  25日 県内で初めてとなる移転先宅地の造成工事が完了
   （宮古市追切・浦の沢地区）
 ４月 １日 久慈市をメインロケ地としたNHK朝の連続テレビ小説
   「あまちゃん」放映開始
  ３日 三陸鉄道南リアス線盛～吉浜間の運行再開
 ５月 ８日 矢巾町に「いわてこどもケアセンター」を設置
  24日 「三陸復興国立公園」創設
 ７月 3日 「奇跡の一本松」保存事業完成式開催
  4日 天皇皇后両陛下が被災地をご訪問
   （～5日、遠野市・住田町・大船渡市・陸前高田市・一関市）
  25日 2016年国体の岩手開催が正式決定
 ８月 ５日 正仁親王同妃両殿下が被災地をご訪問
   （～６日、岩泉町・田野畑村・野田村・久慈市）
  23日 「ILC立地評価会議」が国際リニアコライダー（ILC）の
   国内建設候補地を北上山地に決定
  27日 米国ニューヨーク市で「トモダチでありがとう」震災復興
   報告会を開催
 ９月 24日 県沿岸部を中心とした「三陸ジオパーク」が日本ジオ
   パークに認定
 10月 13日 復興道路「三陸沿岸道路（普代道路）」供用開始(普代村)
 11月 １日 皇太子同妃両殿下が被災地をご訪問（～２日、釜石市）
  ２日 大船渡市において「いわて三陸復興フォーラム」を開催
 12月 19日 愛知県において「いわて三陸復興フォーラム in 名古屋」を開催

 ２月 ６日 シンポジウム「いわての復興を自治の進化に」を開催（～７日）
  13日 東京都において「東北４県・東日本大震災復興フォーラム」を開催
 ３月 ２日 復興道路「三陸沿岸道路（尾肝要道路）」供用開始(田野畑村)

 ３月 11日 東日本大震災津波 岩手県・山田町合同追悼式開催
  23日 復興道路「三陸沿岸道路（高田道路）」全線供用開始(陸前高田市)
   陸前高田市で土砂搬出用のベルトコンベア「希望のかけ橋」稼働開始
  31日 本県の災害廃棄物処理が終了
   県が「岩手県東日本大震災津波復興実施計画（第２期）」を策定
 ４月 ５日 三陸鉄道南リアス線 吉浜～釜石間の運行再開により、
   全線において運行再開
   山田町立船越小学校、被災校舎から移転・新築した新校舎
   での授業開始、被災３県で初
  ６日 三陸鉄道北リアス線 小本～田野畑間の運行再開により、
   全線において運行再開
  12日 釜石線花巻～釜石駅間でＳＬ銀河が営業運転を開始
  23日 大船渡市新魚市場の完成式典開催
   用地取得迅速化のための「東日本大震災復興特別区域法
   の一部を改正する法律」成立
 5月 29日 リアスハーバー宮古の復旧工事完了・供用再開
 ６月 23日 県栽培漁業協会が震災後初のアワビ種苗を出荷
  26日 国・県・陸前高田市による「高田松原津波復興祈念公園
   基本構想」策定
 ８月 24日 復興道路「宮古盛岡横断道路(平津戸松草道路・区界道路)」の
   着工により県内の復興道路が全て着工
  30日 仏国パリ市で「東北復幸祭“環＜WA＞”in PARIS」開催（～31日）
 11月 ７日 　　〃　　「つながりに感謝」震災復興報告会を開催 
 12月 18日 釜石警察署平田駐在所が開所、警察施設としては県内
   初の災害復旧後の開所

 １月 ８日 兵庫県において「いわて三陸復興フォーラム in 神戸」を開催
  15日 盛岡市・大船渡市において「いわて三陸復興フォーラム」、
   シンポジウム「いわての復興を自治の進化に」を開催（～16日）
  28日 宮古市立田老第三小学校校庭の応急仮設住宅を解体、
   学校校庭からの完全撤去は県内初
 ２月 12日 東京都において「東北４県・東日本大震災復興フォーラム」を開催
 ３月 ２日 「ラグビーワールドカップ2019」の開催都市に「岩手県・
   釜石市」が決定
  11日 東日本大震災津波 岩手県・野田村合同追悼式開催
  14日 「第3回国連防災世界会議」が仙台市をメイン会場に開催（～18日）
   岩手県は「防災・復興に関する岩手県からの提言」を世界
   に発信
   「3.11東日本大震災遠野市後方支援資料館」が開所（遠野市）
  19日 県立高田高等学校新校舎が完成（陸前高田市）
  31日 県内牧草地の除染作業が完了
 ４月 26日 再建された小袖海女センターがオープン（久慈市）
 ５月 30日 第１回いわて復興未来塾を開催（盛岡市）
 7月 8日 釜石市の橋野鉄鉱山を含む「明治日本の産業革命遺産」
   が世界遺産に登録
  12日 県内で初めて、仮設商店街が本設として移転オープン（大船渡市）
 11月 10日 台湾台北市で「つながりに感謝」震災復興報告会を開催
  22日 高台移転地の造成工事がほぼ完了した田老地区で「田老
   まちびらき記念式」が開催される（宮古市）
  29日 復興道路「三陸沿岸道路（吉浜道路）」供用開始（大船渡市）
 12月 5日 復興道路「東北横断自動車道釜石秋田線（遠野～宮守）」
   供用開始（遠野市） 
  18日 静岡県において「いわて三陸復興フォーラム in 静岡」を開催
  23日 「小本津波防災センター」が完成し岩泉小本駅と一体化

 1月 22日 盛岡市・大槌町において「いわて三陸復興フォーラム」を開催（～23日）
  27日 第71回国民体育大会「希望郷いわて国体冬季大会」を
   開催（～31日、2月20日～23日）
 2月 10日 「東北4県・東日本大震災復興フォーラムin東京」を開催
 ３月 11日 東日本大震災津波 岩手県・大船渡市合同追悼式開催
  12日 復興道路「宮古盛岡横断道路（川目～田の沢）」供用開始(盛岡市)
  13日 大船渡駅周辺地区で「第1 期まちびらき」を開催
 4月 11日 新「がんばろう！岩手」宣言発表
  17日 大槌町の浪板海岸に「浪板海岸ヴィレッジ」がオープン
  23日 久慈地下水族科学館「もぐらんぴあ」が営業再開
   「田老野球場（愛称：キット、サクラサク野球場）」の復旧祭を開催
  27日 県立大槌病院が再建、新築落成式を開催
 5月 20日 いわて内陸避難者支援センターを開所
 6月 20日 皇太子同妃両殿下が被災地をご訪問（～21日、岩泉町・宮古市）
 8月 19日 県立山田病院が再建、新築落成式を開催
  30日 台風10号が岩手県に上陸
 9月 26日 被災した小・中5校を統合、県内初の義務教育学校大槌
   町立大槌学園の新校舎での授業開始
  28日 天皇皇后両陛下が被災地をご訪問
   （～10月2日、花巻市・遠野市・釜石市・大槌町・山田町・北上市・盛岡市）
 10月 1日 第71回国民体育大会「希望郷いわて国体本大会」を開催
   （～11日）、開会式に天皇皇后両陛下ご臨席
  3日 彬子女王殿下が被災地をご訪問
   （～5日、釜石市・大槌町・奥州市・花巻市）
  5日 正仁親王妃殿下が被災地をご訪問
   （～7日、奥州市・花巻市・北上市・陸前高田市）
   憲仁親王妃殿下が被災地をご訪問
   （～7日、滝沢市・盛岡市・奥州市・釜石市）
   寛仁親王妃殿下が被災地をご訪問
   （～7日、大船渡市・釜石市・花巻市・奥州市）
  7日 眞子内親王殿下が被災地をご訪問
   （～9日、盛岡市・紫波町・宮古市・岩泉町・田野畑村）
  8日 瑶子女王殿下が被災地をご訪問
   （～10日、洋野町・野田村・普代村・久慈市・滝沢市・盛岡市・二戸市）
  9日 文仁親王同妃両殿下が被災地をご訪問
   （～11日、久慈市・岩手町・雫石町・矢巾町・盛岡市・北上市）
  11日 文仁親王同妃両殿下が「希望郷いわて国体本大会」閉会式
   ご臨席
  21日 皇太子殿下が被災地をご訪問
   （～23日、盛岡市・花巻市・北上市・奥州市・一関市・平泉町）
  22日 第16回全国障害者スポーツ大会「希望郷いわて大会」を
   開催（～24日）、開会式に皇太子殿下ご臨席
  23日 憲仁親王妃殿下及び絢子女王殿下が被災地をご訪問
   （～24日、盛岡市・花巻市・金ケ崎町・北上市）
  24日 憲仁親王妃殿下及び絢子女王殿下が「希望郷いわて大会」
   閉会式ご臨席
 11月 10日 山田町で共同店舗「オール」オープン
 12月 3日 長野県において「いわて三陸復興フォーラム in 長野」を開催

 1月 20日 盛岡市・釜石市において「いわて三陸復興フォーラム」を開催
 3月 3日 「東北4県・東日本大震災復興フォーラムin東京」及び
   「東京から元気を届けよう！復興応援2017」を開催
  5日 「高田松原津波復興祈念公園」着工
  11日 東日本大震災津波 岩手県・釜石市合同追悼式開催
  19日 大船渡港湾口防波堤が完成

 3月 30日 県が「岩手県東日本大震災津波復興実施計画（第3期）」を策定
   「いわて震災津波アーカイブ～希望～」を公開
 4月 27日 商業・図書館複合施設「アバッセたかた」オープン
  29日 商業施設「キャッセン大船渡」オープン
 7月 27日 「全国知事会議岩手」が盛岡市で開催され、「岩手宣言」
   を採択（～28日）
 9月 23日 大阪府から岩手県に無償譲渡された「ガントリークレーン」
   供用開始
 11月 19日 復興道路「三陸沿岸道路（山田～宮古南）」供用開始（山田町、宮古市）
 12月 8日 釜石市民ホール「TETTO」開館記念式典開催
  9日 「いわて三陸復興フォーラムin東京」開催

 1月 26日 盛岡市、大船渡市、陸前高田市で「いわて三陸復興フォー
   ラム」開催（～27日）
 2月 16日 県立高田病院が再建、新築落成式を開催
  17日 「復興応援・復興フォーラム2018in東京」を開催
 3月 11日 東日本大震災津波 岩手県・宮古市合同追悼式開催
  21日 復興道路「三陸沿岸道路（田老真崎海岸～岩泉龍泉洞）」
   供用開始（宮古市・岩泉町）
  30日 釜石港湾口防波堤完成
 6月 2日 「東北絆まつり2018盛岡」開催（～3日）
  10日 大槌町文化交流センター「おしゃっち」開館
  22日 岩手県初のフェリー航路「宮古・室蘭フェリー」宮古港から出航
 7月 17日 「国際防災・危機管理研究 岩手会議」の一般向け公開
   プログラムとして「平成30年度第1回いわて復興未来塾」を開催
  28日 復興道路「三陸沿岸道路（陸前高田長部～陸前高田）」
   供用開始（陸前高田市）
 8月 11日 復興道路「三陸沿岸道路（吉浜～釜石南）」供用開始
   （大船渡市・釜石市）
  19日 釜石鵜住居復興スタジアムが完成、オープニングイベント
   を開催
 10月 1日 宮古市中心市街地拠点施設「イーストピアみやこ」供用開始
 11月 17日 「いわて三陸復興フォーラムin埼玉」開催
 12月 14日 陸前高田市立気仙小学校が再建
   県内の被災公立学校86校の学校施設が全て再建
  16日 盛岡市、宮古市で「いわて三陸復興フォーラム」を開催（～17日）

 1月 12日 復興道路「三陸沿岸道路（大槌～山田南）」供用開始
   （大槌町・山田町）
 2月 10日 「復興応援・復興フォーラム2018in東京」を開催
 3月 3日 復興道路「東北横断自動車道釜石秋田線（遠野住田～
   遠野）」供用開始（遠野市）
  9日 復興道路「三陸沿岸道路（釜石南～釜石両石）」、
   「東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～釜石仙人峠）」
   供用開始（釜石市）
   東北横断自動車道釜石秋田線が全線開通
  11日 東日本大震災津波 岩手県・久慈市合同追悼式開催
  21日 復興道路「三陸沿岸道路（唐桑小原木～陸前高田長部）」
   供用開始（宮城県気仙沼市・陸前高田市）
  23日 三陸鉄道「リアス線」全面開通
  30日 復興道路「宮古盛岡横断道路（宮古中央～宮古根市）」
   供用開始（宮古市）
 6月 1日 「三陸防災復興プロジェクト2019」開幕（～8月7日）
  9日 「みちのく潮風トレイル」全線開通
  10日 「三陸国際ガストロノミー会議2019」が開催（～11日）
   （宮古市）

 6月 22日 復興道路「三陸沿岸道路（釜石北～大槌）」供用開始
   （釜石市・大槌町）
  30日 「山田町復興祈念まちびらき」開催（山田町）
 9月 22日 「東日本大震災津波伝承館」（愛称：「いわてTSUNAMI
   （つなみ）メモリアル」）が開館
  25日 ラグビーワールドカップ2019日本大会釜石開催の
   フィジー対ウルグアイ戦が釜石鵜住居復興スタジアムで開催
 10月 12日 台風19号が岩手県に上陸
 11月 5日 大槌町赤浜①団地災害公営住宅が完成
  5日 県沿岸部の災害公営住宅全5,550戸が整備完了
  16日 令和元年度第１回いわて復興未来塾を開催（陸前高田市）
 12月 7日 「いわて三陸復興フォーラムin神奈川」を開催（神奈川県）
  8日 復興道路「宮古盛岡横断道路（田の沢～手代森）」供用開始
   （盛岡市）

 1月 26日 令和元年度いわて三陸復興フォーラムを開催(～27日)
   （盛岡市・釜石市） 
 3月 1日 復興道路「三陸沿岸道路（久慈北～侍浜）」供用開始
   （久慈市）
  11日 東日本大震災津波 岩手県・釜石市合同追悼式開催
  22日 「復興の火」としてオリンピック競技大会の聖火が岩手に
   到着（～23日）（大船渡市・宮古市・大槌町・山田町）
  28日 復興道路「宮古盛岡横断道路（下川井工区）」供用開始
   （宮古市）
 5月 18日 三陸鉄道リアス線「新田老駅」開業（宮古市） 
 7月 12日 復興道路「三陸沿岸道路（宮古中央～田老真崎海岸）」、
   「宮古盛岡横断道路（宮古港～宮古中央）」供用開始（宮古市）
 8月 1日 大船渡港野々田地区緑地公園（愛称：サン・アンドレス
   公園）がオープン（大船渡市） 
  19日 釜石市の根浜海岸の砂浜再生工事が完成 
  23日 令和２年度第１回いわて復興未来塾開催（大槌町・山田町）
 10月 9日 いわて・かまいしラグビーメモリアルイベント開催(～10日)
  26日 「三陸国際ガストロノミー会議2020」が開催(～27日)（大船渡市）
 12月 5日 復興道路「宮古盛岡横断道路（区界～簗川）」供用開始
   （宮古市・盛岡市） 
  7日 災害公営住宅県営南青山アパートが完成（盛岡市） 
   本県における災害公営住宅全5833戸が整備完了 
  12日 復興道路「三陸沿岸道路（洋野種市～階上）」供用開始
   （洋野町・青森県三戸郡階上町） 
  13日 「いわて三陸復興フォーラム」を完全リモート配信で開催
   （久慈市・宮古市・釜石市・陸前高田市・東京都）
   復興支援道路「一般国道340号押角峠工区」供用開始
   （宮古市・岩泉町）
  17日 陸前高田市気仙町今泉地区で「陸前高田発酵パーク
   CAMOCY」が開業   
  19日 復興道路「三陸沿岸道路（田野畑北～普代）」供用開始
   （田野畑村・普代村）
  31日 陸前高田市で実施していた土地区画整理事業による宅地の
   造成工事が完了 
   本県における宅地造成（7,472 戸分）が全て完了

 1月 23日 まちづくり連携道路「主要地方道重茂半島線」完工
   （宮古市・山田町）
  31日 令和２年度第２回いわて復興未来塾開催(～２月１日)
   （盛岡市） 
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 2月 19日 「東日本大震災津波を語り継ぐ日」条例を公布、施行 
 3月 4日 天皇、皇后両陛下が東日本大震災からの復興状況を御

視察（オンラインによる行幸啓）
  11日 三陸鉄道「3.11 を語り継ぐ感謝のリレー列車」運行
   東日本大震災津波 岩手県・陸前高田市合同追悼式開催
  12日 東京2020 オリンピック聖火の巡回展示(～16日)
   （軽米町･九戸村･葛巻町･西和賀町･住田町） 
  20日 復興道路「三陸沿岸道路（侍浜～洋野種市）」供用開始
   （久慈市・洋野町） 
  28日 復興道路「宮古盛岡横断道路（宮古市蟇目～腹帯）」、
   「宮古盛岡横断道路（宮古市川井～箱石）」、「宮古盛岡
   横断道路（宮古市平津戸・岩井～松草）」供用開始（宮古市）
   宮古盛岡横断道路が全線開通 
  31日 釜石市の根浜海岸の砂浜が一般公開
 4月 1日 陸前高田市の高田松原海水浴場の砂浜が一般開放
  22日 道の駅「たのはた思惟の風」（田野畑村）グランドオープン
  27日 いわて被災者支援センターが釜石市に開所 
 5月 1日 陸前高田市の震災遺構「旧気仙中学校」「旧道の駅高田

松原タピック45」一般公開開始
  18日 復興庁岩手復興局が釜石市に移転 
 6月 16～18日 東京2020オリンピック聖火リレーが岩手県内で開催
 7月 1日 岩手県立野外活動センター（ひろたハマラインパーク）が

陸前高田市に開所 
  10日 復興道路「三陸沿岸道路（田野畑南～尾肝要）」供用開始

（田野畑村）
 9月 1日  大槌町浪板海岸の砂浜再生工事が完了
  21日 東日本大震災津波伝承館（いわてTSUNAMIメモリア

ル）が来場者40万人達成
  22日 東日本大震災津波伝承館（いわてTSUNAMIメモリア

ル）が開館２周年
  25日 道の駅「青の国ふだい」（普代村）グランドオープン

 10月 24日  三陸国際ガストロノミー会議2021
   「食」のキャラバン開催
 11月 6・7日 「防災推進国民大会（ぼうさいこくたい）2021」開催 
  14日 釜石鵜住居復興スタジアム「いわて・かまいしラグビーメ

モリアルイベント」開催
 12月 18日  復興道路「三陸沿岸道路（普代～久慈）」供用開始（久慈

市、野田村、普代村）
   三陸沿岸道路が全線開通
  26日 高田松原津波復興記念公園が全面オープン

 2月 8日 「いわての復興教育」絵本『てとてをつないで』発表
 3月 11日 東日本大震災津波 岩手県・大槌町合同追悼式開催
 4月 1日 宮古港の出崎地区に「しおかぜ公園」がオープン
 6月 30日 主要地方道大船渡綾里三陸線赤崎工区開通
 7月 9日 東日本大震災津波 岩手県・大槌町合同追悼式開催
  18日 宮古市遊覧船「宮古うみねこ丸」運行開始
 8月 27日  「いわて復興道路フェスタ～岩手がもっと、近くなる～」

開催 
 9月 12日  東日本大震災津波伝承館（いわてTSUNAMIメモリア

ル）が来館者数60万人達成 
  25日 東日本大震災津波伝承館開館３周年・震災語り部等ガイ

ドサミット開催
 11月 5日  陸前高田市立博物館11年7カ月ぶりに開館
  7日 令和4年度防災・伝承セミナーin岩手開催

 ２月 24日 「いわての復興教育」絵本『みんながいるから』発表
 3月 11日 東日本大震災津波 岩手県・釜石市合同追悼式開催
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 ３月 11日 東日本大震災津波発生
   岩手県災害対策本部設置
  13日 県内の避難者数が最多の５万4,429人に（在宅含む）
  15日 航路等の啓開により、県内港湾で初めて釜石港の荷役制確保
  16日 釜石港に救援物資を積んだ第1船入港
   三陸鉄道北リアス線陸中野田～久慈間の運行再開
   （以後、4月1日までに他2区間において運行再開）
  19日 応急仮設住宅の建設を開始（陸前高田市・釜石市） 
 ４月 ９日 県内初となる応急仮設住宅への入居開始（陸前高田市）
  11日 「がんばろう！岩手宣言」発表
   「岩手県東日本大震災津波復興委員会」設置
  29日 東北新幹線が全線復旧
 ５月 ６日 天皇皇后両陛下が被災地をご訪問（釜石市・宮古市）
  25日 文仁親王同妃両殿下が被災地をご訪問
   （～26日、大槌町・山田町）
 ６月 2日 宮古市に「子どものこころのケアセンター」を設置
  6日 正仁親王妃殿下が避難所をご訪問（雫石町）
  20日 「東日本大震災復興基本法」成立
  29日 平泉の文化遺産が世界遺産に登録
 ７月 ３日 「東北復興平泉宣言」発表
  13日 県内で初めて宮古港のコンテナ貨物取扱い再開
  15日 三陸鉄道が2014年４月までに全線運行再開の方針を決定
  26日 自衛隊が本県での支援活動任務を終了、県庁前で感謝式開催
 ８月 ５日 皇太子同妃両殿下が被災地をご訪問（大船渡市）
  11日 県内全ての応急仮設住宅が完成
   県が「岩手県東日本大震災津波復興計画復興基本計画」を策定
  31日 県内の全ての避難所を閉鎖
 ９月 16日 憲仁親王妃殿下が被災地をご訪問（住田町・陸前高田市）
  28日 東京都が岩手県内のがれき受け入れを発表、初の広域処理へ
 10月 ３日 岩手県産業復興相談センター開所
 11月 20日 復興道路が着工(三陸沿岸道路(尾肝要道路))（田野畑村）
 12月 7日 「東日本大震災復興特別区域法」成立
  26日 県が復興特区プロジェクトチームを設置

 ２月 15日 岩手医科大学内に「岩手県こころのケアセンター」を開設
  10日 国が復興庁を設置し、盛岡市に岩手復興局、宮古市と
   釜石市に支所を設置
  26日 釜石港湾口防波堤の復旧工事に着工(釜石市）
 ３月 ８日 県内初の防潮堤復旧工事に着工（宮古市金浜海岸）
  11日 東日本大震災津波から１年、各地で追悼式などが挙行される
   東日本大震災津波 岩手県・陸前高田市合同追悼式開催
  28日 沿岸４箇所に「地域こころのケアセンター」を設置
 ４月 １日 「いわてDC（デスティネーションキャンペーン）」を開催
   （～6月30日）
 5月 26日 東北六魂祭が盛岡で開催され、２日間で24万人を超える
   人出を記録
 ６月 11日 県が「復旧・復興ロードマップ（総括工程表）」を発表

 ６月 14日 県内で初めて災害公営住宅の建設に着手（釜石市平田地区）
 ９月 12日 陸前高田市「奇跡の一本松」を保存のため伐採
 10月 10日 県内で初めて、高台移転のための用地造成工事に着工(田野畑村)
 11月 25日 大震災津波後、県内で初めてとなる復興道路の供用開始
   (東北横断自動車道釜石秋田線(宮守～東和))(遠野市、花巻市)
 12月 10日 県内で初めて災害公営住宅への入居開始（大船渡市盛中央団地）
  13日 大槌町の蓬莱島の灯台が再点灯
  19日 文仁親王同妃両殿下が被災地をご訪問
   （～20日、陸前高田市・大船渡市・遠野市・盛岡市）

 1月 26日 大阪府において「いわて三陸復興フォーラム」を開催
 ２月 １日 県内全ての応急仮設住宅団地500メートル以内にバス停
   の設置を完了
  ６日 東京都において「東北連携復興フォーラム」を開催
  ９日 宮古市において「復興のかけ橋フォーラム」を開催
 ３月 ２日 JR大船渡線気仙沼～盛間でBRTによる運行開始
  10日 復興道路「宮古盛岡横断道路（簗川道路）」供用開始(盛岡市)
  11日 東日本大震災津波 岩手県・大槌町合同追悼式開催
  23日 復興道路「三陸沿岸道路（宮古道路（宮古中央インター線））」
   供用開始（宮古市）
  25日 県内で初めてとなる移転先宅地の造成工事が完了
   （宮古市追切・浦の沢地区）
 ４月 １日 久慈市をメインロケ地としたNHK朝の連続テレビ小説
   「あまちゃん」放映開始
  ３日 三陸鉄道南リアス線盛～吉浜間の運行再開
 ５月 ８日 矢巾町に「いわてこどもケアセンター」を設置
  24日 「三陸復興国立公園」創設
 ７月 3日 「奇跡の一本松」保存事業完成式開催
  4日 天皇皇后両陛下が被災地をご訪問
   （～5日、遠野市・住田町・大船渡市・陸前高田市・一関市）
  25日 2016年国体の岩手開催が正式決定
 ８月 ５日 正仁親王同妃両殿下が被災地をご訪問
   （～６日、岩泉町・田野畑村・野田村・久慈市）
  23日 「ILC立地評価会議」が国際リニアコライダー（ILC）の
   国内建設候補地を北上山地に決定
  27日 米国ニューヨーク市で「トモダチでありがとう」震災復興
   報告会を開催
 ９月 24日 県沿岸部を中心とした「三陸ジオパーク」が日本ジオ
   パークに認定
 10月 13日 復興道路「三陸沿岸道路（普代道路）」供用開始(普代村)
 11月 １日 皇太子同妃両殿下が被災地をご訪問（～２日、釜石市）
  ２日 大船渡市において「いわて三陸復興フォーラム」を開催
 12月 19日 愛知県において「いわて三陸復興フォーラム in 名古屋」を開催

 ２月 ６日 シンポジウム「いわての復興を自治の進化に」を開催（～７日）
  13日 東京都において「東北４県・東日本大震災復興フォーラム」を開催
 ３月 ２日 復興道路「三陸沿岸道路（尾肝要道路）」供用開始(田野畑村)

 ３月 11日 東日本大震災津波 岩手県・山田町合同追悼式開催
  23日 復興道路「三陸沿岸道路（高田道路）」全線供用開始(陸前高田市)
   陸前高田市で土砂搬出用のベルトコンベア「希望のかけ橋」稼働開始
  31日 本県の災害廃棄物処理が終了
   県が「岩手県東日本大震災津波復興実施計画（第２期）」を策定
 ４月 ５日 三陸鉄道南リアス線 吉浜～釜石間の運行再開により、
   全線において運行再開
   山田町立船越小学校、被災校舎から移転・新築した新校舎
   での授業開始、被災３県で初
  ６日 三陸鉄道北リアス線 小本～田野畑間の運行再開により、
   全線において運行再開
  12日 釜石線花巻～釜石駅間でＳＬ銀河が営業運転を開始
  23日 大船渡市新魚市場の完成式典開催
   用地取得迅速化のための「東日本大震災復興特別区域法
   の一部を改正する法律」成立
 5月 29日 リアスハーバー宮古の復旧工事完了・供用再開
 ６月 23日 県栽培漁業協会が震災後初のアワビ種苗を出荷
  26日 国・県・陸前高田市による「高田松原津波復興祈念公園
   基本構想」策定
 ８月 24日 復興道路「宮古盛岡横断道路(平津戸松草道路・区界道路)」の
   着工により県内の復興道路が全て着工
  30日 仏国パリ市で「東北復幸祭“環＜WA＞”in PARIS」開催（～31日）
 11月 ７日 　　〃　　「つながりに感謝」震災復興報告会を開催 
 12月 18日 釜石警察署平田駐在所が開所、警察施設としては県内
   初の災害復旧後の開所

 １月 ８日 兵庫県において「いわて三陸復興フォーラム in 神戸」を開催
  15日 盛岡市・大船渡市において「いわて三陸復興フォーラム」、
   シンポジウム「いわての復興を自治の進化に」を開催（～16日）
  28日 宮古市立田老第三小学校校庭の応急仮設住宅を解体、
   学校校庭からの完全撤去は県内初
 ２月 12日 東京都において「東北４県・東日本大震災復興フォーラム」を開催
 ３月 ２日 「ラグビーワールドカップ2019」の開催都市に「岩手県・
   釜石市」が決定
  11日 東日本大震災津波 岩手県・野田村合同追悼式開催
  14日 「第3回国連防災世界会議」が仙台市をメイン会場に開催（～18日）
   岩手県は「防災・復興に関する岩手県からの提言」を世界
   に発信
   「3.11東日本大震災遠野市後方支援資料館」が開所（遠野市）
  19日 県立高田高等学校新校舎が完成（陸前高田市）
  31日 県内牧草地の除染作業が完了
 ４月 26日 再建された小袖海女センターがオープン（久慈市）
 ５月 30日 第１回いわて復興未来塾を開催（盛岡市）
 7月 8日 釜石市の橋野鉄鉱山を含む「明治日本の産業革命遺産」
   が世界遺産に登録
  12日 県内で初めて、仮設商店街が本設として移転オープン（大船渡市）
 11月 10日 台湾台北市で「つながりに感謝」震災復興報告会を開催
  22日 高台移転地の造成工事がほぼ完了した田老地区で「田老
   まちびらき記念式」が開催される（宮古市）
  29日 復興道路「三陸沿岸道路（吉浜道路）」供用開始（大船渡市）
 12月 5日 復興道路「東北横断自動車道釜石秋田線（遠野～宮守）」
   供用開始（遠野市） 
  18日 静岡県において「いわて三陸復興フォーラム in 静岡」を開催
  23日 「小本津波防災センター」が完成し岩泉小本駅と一体化

 1月 22日 盛岡市・大槌町において「いわて三陸復興フォーラム」を開催（～23日）
  27日 第71回国民体育大会「希望郷いわて国体冬季大会」を
   開催（～31日、2月20日～23日）
 2月 10日 「東北4県・東日本大震災復興フォーラムin東京」を開催
 ３月 11日 東日本大震災津波 岩手県・大船渡市合同追悼式開催
  12日 復興道路「宮古盛岡横断道路（川目～田の沢）」供用開始(盛岡市)
  13日 大船渡駅周辺地区で「第1 期まちびらき」を開催
 4月 11日 新「がんばろう！岩手」宣言発表
  17日 大槌町の浪板海岸に「浪板海岸ヴィレッジ」がオープン
  23日 久慈地下水族科学館「もぐらんぴあ」が営業再開
   「田老野球場（愛称：キット、サクラサク野球場）」の復旧祭を開催
  27日 県立大槌病院が再建、新築落成式を開催
 5月 20日 いわて内陸避難者支援センターを開所
 6月 20日 皇太子同妃両殿下が被災地をご訪問（～21日、岩泉町・宮古市）
 8月 19日 県立山田病院が再建、新築落成式を開催
  30日 台風10号が岩手県に上陸
 9月 26日 被災した小・中5校を統合、県内初の義務教育学校大槌
   町立大槌学園の新校舎での授業開始
  28日 天皇皇后両陛下が被災地をご訪問
   （～10月2日、花巻市・遠野市・釜石市・大槌町・山田町・北上市・盛岡市）
 10月 1日 第71回国民体育大会「希望郷いわて国体本大会」を開催
   （～11日）、開会式に天皇皇后両陛下ご臨席
  3日 彬子女王殿下が被災地をご訪問
   （～5日、釜石市・大槌町・奥州市・花巻市）
  5日 正仁親王妃殿下が被災地をご訪問
   （～7日、奥州市・花巻市・北上市・陸前高田市）
   憲仁親王妃殿下が被災地をご訪問
   （～7日、滝沢市・盛岡市・奥州市・釜石市）
   寛仁親王妃殿下が被災地をご訪問
   （～7日、大船渡市・釜石市・花巻市・奥州市）
  7日 眞子内親王殿下が被災地をご訪問
   （～9日、盛岡市・紫波町・宮古市・岩泉町・田野畑村）
  8日 瑶子女王殿下が被災地をご訪問
   （～10日、洋野町・野田村・普代村・久慈市・滝沢市・盛岡市・二戸市）
  9日 文仁親王同妃両殿下が被災地をご訪問
   （～11日、久慈市・岩手町・雫石町・矢巾町・盛岡市・北上市）
  11日 文仁親王同妃両殿下が「希望郷いわて国体本大会」閉会式
   ご臨席
  21日 皇太子殿下が被災地をご訪問
   （～23日、盛岡市・花巻市・北上市・奥州市・一関市・平泉町）
  22日 第16回全国障害者スポーツ大会「希望郷いわて大会」を
   開催（～24日）、開会式に皇太子殿下ご臨席
  23日 憲仁親王妃殿下及び絢子女王殿下が被災地をご訪問
   （～24日、盛岡市・花巻市・金ケ崎町・北上市）
  24日 憲仁親王妃殿下及び絢子女王殿下が「希望郷いわて大会」
   閉会式ご臨席
 11月 10日 山田町で共同店舗「オール」オープン
 12月 3日 長野県において「いわて三陸復興フォーラム in 長野」を開催

 1月 20日 盛岡市・釜石市において「いわて三陸復興フォーラム」を開催
 3月 3日 「東北4県・東日本大震災復興フォーラムin東京」及び
   「東京から元気を届けよう！復興応援2017」を開催
  5日 「高田松原津波復興祈念公園」着工
  11日 東日本大震災津波 岩手県・釜石市合同追悼式開催
  19日 大船渡港湾口防波堤が完成

 3月 30日 県が「岩手県東日本大震災津波復興実施計画（第3期）」を策定
   「いわて震災津波アーカイブ～希望～」を公開
 4月 27日 商業・図書館複合施設「アバッセたかた」オープン
  29日 商業施設「キャッセン大船渡」オープン
 7月 27日 「全国知事会議岩手」が盛岡市で開催され、「岩手宣言」
   を採択（～28日）
 9月 23日 大阪府から岩手県に無償譲渡された「ガントリークレーン」
   供用開始
 11月 19日 復興道路「三陸沿岸道路（山田～宮古南）」供用開始（山田町、宮古市）
 12月 8日 釜石市民ホール「TETTO」開館記念式典開催
  9日 「いわて三陸復興フォーラムin東京」開催

 1月 26日 盛岡市、大船渡市、陸前高田市で「いわて三陸復興フォー
   ラム」開催（～27日）
 2月 16日 県立高田病院が再建、新築落成式を開催
  17日 「復興応援・復興フォーラム2018in東京」を開催
 3月 11日 東日本大震災津波 岩手県・宮古市合同追悼式開催
  21日 復興道路「三陸沿岸道路（田老真崎海岸～岩泉龍泉洞）」
   供用開始（宮古市・岩泉町）
  30日 釜石港湾口防波堤完成
 6月 2日 「東北絆まつり2018盛岡」開催（～3日）
  10日 大槌町文化交流センター「おしゃっち」開館
  22日 岩手県初のフェリー航路「宮古・室蘭フェリー」宮古港から出航
 7月 17日 「国際防災・危機管理研究 岩手会議」の一般向け公開
   プログラムとして「平成30年度第1回いわて復興未来塾」を開催
  28日 復興道路「三陸沿岸道路（陸前高田長部～陸前高田）」
   供用開始（陸前高田市）
 8月 11日 復興道路「三陸沿岸道路（吉浜～釜石南）」供用開始
   （大船渡市・釜石市）
  19日 釜石鵜住居復興スタジアムが完成、オープニングイベント
   を開催
 10月 1日 宮古市中心市街地拠点施設「イーストピアみやこ」供用開始
 11月 17日 「いわて三陸復興フォーラムin埼玉」開催
 12月 14日 陸前高田市立気仙小学校が再建
   県内の被災公立学校86校の学校施設が全て再建
  16日 盛岡市、宮古市で「いわて三陸復興フォーラム」を開催（～17日）

 1月 12日 復興道路「三陸沿岸道路（大槌～山田南）」供用開始
   （大槌町・山田町）
 2月 10日 「復興応援・復興フォーラム2018in東京」を開催
 3月 3日 復興道路「東北横断自動車道釜石秋田線（遠野住田～
   遠野）」供用開始（遠野市）
  9日 復興道路「三陸沿岸道路（釜石南～釜石両石）」、
   「東北横断自動車道釜石秋田線（釜石～釜石仙人峠）」
   供用開始（釜石市）
   東北横断自動車道釜石秋田線が全線開通
  11日 東日本大震災津波 岩手県・久慈市合同追悼式開催
  21日 復興道路「三陸沿岸道路（唐桑小原木～陸前高田長部）」
   供用開始（宮城県気仙沼市・陸前高田市）
  23日 三陸鉄道「リアス線」全面開通
  30日 復興道路「宮古盛岡横断道路（宮古中央～宮古根市）」
   供用開始（宮古市）
 6月 1日 「三陸防災復興プロジェクト2019」開幕（～8月7日）
  9日 「みちのく潮風トレイル」全線開通
  10日 「三陸国際ガストロノミー会議2019」が開催（～11日）
   （宮古市）

 6月 22日 復興道路「三陸沿岸道路（釜石北～大槌）」供用開始
   （釜石市・大槌町）
  30日 「山田町復興祈念まちびらき」開催（山田町）
 9月 22日 「東日本大震災津波伝承館」（愛称：「いわてTSUNAMI
   （つなみ）メモリアル」）が開館
  25日 ラグビーワールドカップ2019日本大会釜石開催の
   フィジー対ウルグアイ戦が釜石鵜住居復興スタジアムで開催
 10月 12日 台風19号が岩手県に上陸
 11月 5日 大槌町赤浜①団地災害公営住宅が完成
  5日 県沿岸部の災害公営住宅全5,550戸が整備完了
  16日 令和元年度第１回いわて復興未来塾を開催（陸前高田市）
 12月 7日 「いわて三陸復興フォーラムin神奈川」を開催（神奈川県）
  8日 復興道路「宮古盛岡横断道路（田の沢～手代森）」供用開始
   （盛岡市）

 1月 26日 令和元年度いわて三陸復興フォーラムを開催(～27日)
   （盛岡市・釜石市） 
 3月 1日 復興道路「三陸沿岸道路（久慈北～侍浜）」供用開始
   （久慈市）
  11日 東日本大震災津波 岩手県・釜石市合同追悼式開催
  22日 「復興の火」としてオリンピック競技大会の聖火が岩手に
   到着（～23日）（大船渡市・宮古市・大槌町・山田町）
  28日 復興道路「宮古盛岡横断道路（下川井工区）」供用開始
   （宮古市）
 5月 18日 三陸鉄道リアス線「新田老駅」開業（宮古市） 
 7月 12日 復興道路「三陸沿岸道路（宮古中央～田老真崎海岸）」、
   「宮古盛岡横断道路（宮古港～宮古中央）」供用開始（宮古市）
 8月 1日 大船渡港野々田地区緑地公園（愛称：サン・アンドレス
   公園）がオープン（大船渡市） 
  19日 釜石市の根浜海岸の砂浜再生工事が完成 
  23日 令和２年度第１回いわて復興未来塾開催（大槌町・山田町）
 10月 9日 いわて・かまいしラグビーメモリアルイベント開催(～10日)
  26日 「三陸国際ガストロノミー会議2020」が開催(～27日)（大船渡市）
 12月 5日 復興道路「宮古盛岡横断道路（区界～簗川）」供用開始
   （宮古市・盛岡市） 
  7日 災害公営住宅県営南青山アパートが完成（盛岡市） 
   本県における災害公営住宅全5833戸が整備完了 
  12日 復興道路「三陸沿岸道路（洋野種市～階上）」供用開始
   （洋野町・青森県三戸郡階上町） 
  13日 「いわて三陸復興フォーラム」を完全リモート配信で開催
   （久慈市・宮古市・釜石市・陸前高田市・東京都）
   復興支援道路「一般国道340号押角峠工区」供用開始
   （宮古市・岩泉町）
  17日 陸前高田市気仙町今泉地区で「陸前高田発酵パーク
   CAMOCY」が開業   
  19日 復興道路「三陸沿岸道路（田野畑北～普代）」供用開始
   （田野畑村・普代村）
  31日 陸前高田市で実施していた土地区画整理事業による宅地の
   造成工事が完了 
   本県における宅地造成（7,472 戸分）が全て完了

 1月 23日 まちづくり連携道路「主要地方道重茂半島線」完工
   （宮古市・山田町）
  31日 令和２年度第２回いわて復興未来塾開催(～２月１日)
   （盛岡市） 
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 2月 19日 「東日本大震災津波を語り継ぐ日」条例を公布、施行 
 3月 4日 天皇、皇后両陛下が東日本大震災からの復興状況を御

視察（オンラインによる行幸啓）
  11日 三陸鉄道「3.11 を語り継ぐ感謝のリレー列車」運行
   東日本大震災津波 岩手県・陸前高田市合同追悼式開催
  12日 東京2020 オリンピック聖火の巡回展示(～16日)
   （軽米町･九戸村･葛巻町･西和賀町･住田町） 
  20日 復興道路「三陸沿岸道路（侍浜～洋野種市）」供用開始
   （久慈市・洋野町） 
  28日 復興道路「宮古盛岡横断道路（宮古市蟇目～腹帯）」、
   「宮古盛岡横断道路（宮古市川井～箱石）」、「宮古盛岡
   横断道路（宮古市平津戸・岩井～松草）」供用開始（宮古市）
   宮古盛岡横断道路が全線開通 
  31日 釜石市の根浜海岸の砂浜が一般公開
 4月 1日 陸前高田市の高田松原海水浴場の砂浜が一般開放
  22日 道の駅「たのはた思惟の風」（田野畑村）グランドオープン
  27日 いわて被災者支援センターが釜石市に開所 
 5月 1日 陸前高田市の震災遺構「旧気仙中学校」「旧道の駅高田

松原タピック45」一般公開開始
  18日 復興庁岩手復興局が釜石市に移転 
 6月 16～18日 東京2020オリンピック聖火リレーが岩手県内で開催
 7月 1日 岩手県立野外活動センター（ひろたハマラインパーク）が

陸前高田市に開所 
  10日 復興道路「三陸沿岸道路（田野畑南～尾肝要）」供用開始

（田野畑村）
 9月 1日  大槌町浪板海岸の砂浜再生工事が完了
  21日 東日本大震災津波伝承館（いわてTSUNAMIメモリア

ル）が来場者40万人達成
  22日 東日本大震災津波伝承館（いわてTSUNAMIメモリア

ル）が開館２周年
  25日 道の駅「青の国ふだい」（普代村）グランドオープン
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 10月 24日  三陸国際ガストロノミー会議2021
   「食」のキャラバン開催
 11月 6・7日 「防災推進国民大会（ぼうさいこくたい）2021」開催 
  14日 釜石鵜住居復興スタジアム「いわて・かまいしラグビーメ

モリアルイベント」開催
 12月 18日  復興道路「三陸沿岸道路（普代～久慈）」供用開始（久慈

市、野田村、普代村）
   三陸沿岸道路が全線開通
  26日 高田松原津波復興記念公園が全面オープン

 2月 8日 「いわての復興教育」絵本『てとてをつないで』発表
 3月 11日 東日本大震災津波 岩手県・大槌町合同追悼式開催
 4月 1日 宮古港の出崎地区に「しおかぜ公園」がオープン
 6月 30日 主要地方道大船渡綾里三陸線赤崎工区開通
 7月 9日 東日本大震災津波 岩手県・大槌町合同追悼式開催
  18日 宮古市遊覧船「宮古うみねこ丸」運行開始
 8月 27日  「いわて復興道路フェスタ～岩手がもっと、近くなる～」

開催 
 9月 12日  東日本大震災津波伝承館（いわてTSUNAMIメモリア

ル）が来館者数60万人達成 
  25日 東日本大震災津波伝承館開館３周年・震災語り部等ガイ

ドサミット開催
 11月 5日  陸前高田市立博物館11年7カ月ぶりに開館
  7日 令和4年度防災・伝承セミナーin岩手開催

 ２月 24日 「いわての復興教育」絵本『みんながいるから』発表
 3月 11日 東日本大震災津波 岩手県・釜石市合同追悼式開催

16

■■ 岩手県で49年ぶり２回目の開催！
　全国植樹祭は、森林・緑に対する国民の理解を深めるために、公益社団法人国土緑化推進機構と都道府県の共催で開
催している行事です。式典では、天皇皇后両陛下の御臨席を仰ぎ、全国から多数の参加者を迎え、記念植樹等を行います。
　東日本大震災津波で大きな被害を受けた本県にとって、全国植樹祭の開催は、国内外からの支援に対する感謝の気持ち
とともに、震災から復興する姿を発信する機会となるものであり、本県ならではの特色ある有意義な大会にしていきます。
　49年前の第25回全国植樹祭(岩手県県民の森(八幡平市))で植樹された木は順調に成長しています。

天皇皇后両陛下がお手植えしたナンブアカマツとオオヤマザクラ
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長野金沢
高崎

福島

大宮

いわて花巻空港

仙台

秋田

山形

一ノ関

新潟

新青森

新函館北斗 函館

札幌

八戸

東京名古屋

新大阪
岡山

京都
広島

高松博多

熊本

鹿児島中央

平泉

盛岡

新千歳空港

小牧空港

伊丹
空港

神戸空港

福岡空港

復興支援ありがとう
出典：伝承館のデジタルメッセージボードに寄せられた内容、沿岸地域にお住まいの方々からいただいたメッセージ

令和5年 5月 発行   ｜  企画・発行 岩手県   ｜  〒020-8570 岩手県盛岡市内丸10番1号

岩手県建設業協会/岩手日報社/大槌町/大船渡市/釡石市/久慈市/三陸鉄道/ＪＲ東日本盛岡支社/田野畑村/東北地方整備局/野田村/野田村観光協会/宮古市/山田町/
陸前高田市（五十音順・敬称略）

編集　川嶋印刷株式会社　【本冊子に掲載している写真・図表の転載・複製は固く禁じます】

写真提供

東北自動車道 盛岡ICまで
東　　　京
名　古　屋
大　　　阪

盛
岡
IC

約5時間30分（東北道）
約10時間30分（東名・首都高速・東北道経由）
約13時間（名神・北陸・磐越・東北道経由）

岩手県へのアクセス

航空 いわて花巻空港まで
札　　　幌
名　古　屋
大　　　阪
神　　　戸
福　　　岡

花
巻

約55分
約70分
約80分
約90分
約120分

新幹線 盛岡駅まで

盛
岡
駅

新函館北斗
東　　　京
名　古　屋
大　　　阪
福　　　岡

約1時間55分
約2時間10分
約4時間10分
約5時間10分
約7時間45分

いわて三陸の紹介 三陸エリアは、様々な観光地や新鮮な食
材を一年を通じて楽しむことができます。

大船渡市

陸前高田市

釜石市

洋野町

野田村

住田町

田野畑村

山田町

大槌町

久慈市

宮古市

岩泉町

普代村

ウ ニ

ホ ヤ

ホタテ

シイタケ

いわて
短角和牛

碁石海岸

龍泉洞

浄土ヶ浜

北山崎

東日本大震災津波伝承館

美味しい
食材が
たくさん
あります！

岩手県公認VTuber「岩手さちこ」
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�nop��QKLqr�US ]eesbes E�"Lt0&qr�8u�bes ]ees
vwwxvwwx]eey
Q2prZpZprz{S}|� "M�U qr;}U KLqr�U ~��U�M� �M���} ptrwq� s�;} ptrwq� r��3�� ptrwq� r��3��{|} stsvu� rrq;} stsvu� r��3�� stsvu� r��3����} pq�� q;} pq�� r��3�� pq�� r��3�����} ot��w� oq;} ot��w� r��3�� ot��w� r��3����} uvv� p;} uvv� r��3�� uvv� r��3�����} vpo� s;} vpo� r��3�� vpo� r��3����} or�� r;} or�� r��3�� or�� r��3��f��} rtr�r� rw;} rtr�r� r��3�� rtr�r� r��3����| sww� rr;} sww� r��3�� sww� r��3����| sq�� v;} sq�� r��3�� sq�� r��3����| vo� p;} vo� r��3�� vo� r��3�����| oro� v;} oro� r��3�� oro� r��3����| ov� r;} ov� r��3�� ov� r��3��I�| �vq� ow;} �vq� r��3�� �vq� r��3�����| wp�� �;} wp�� r��3�� wp�� r��3����} �s� u;} �s� r��3�� �s� r��3����| s�� p;} s�� r��3�� s�� r��3����} rv� p;} rv� r��3�� rv� r��3��h�} rw�� u;} rw�� r��3�� rw�� r��3��h�| p� r;} p� r��3�� p� r��3����| s�� p;} s�� r��3�� s�� r��3����}| rvt�op� pro;} rvt�op� r��3�� rvt�op� r��3��

�����;} {|}¡
¢�!£;} f��}¡

資料－133



� � ���� ��� �����		
��
���
���� �� ��� �����		
���� �� ��� �����		
����
�������������� !"#$%& �
����������'��!(�#$%)�������(�*��'� !"#$%)
+,-'./0.123) �		
4��
��5��5 ���5665����789:;<=>?@AB789:;<=>?@ABC DEFGHIJKLMNLOPJQRSTUVWXYZ[EFL\]^_`[aNpqrstuvwxyz{|MNpqrs}~^Q�f�gHI^����L����Lrsvp��Irs�Z[�������p��������vp�bX�Kz{¢£^�p�¤¥v¦�Kz[|§̈�MN©ª«¬­�� ®e���b¯°{�sLMN^±²T©ª«¬­^³§́�MNUV�� µqL¶}·¸¹�Lp�º»}¼Lp�½b¯°[{§¾�MN¿À�� Á�Â�L\Ã½^�[MN¿À¬­bRS^x�{�LpÍÎÏÐLMNprtwx^Ñ�gÒÓkl~�Ô�gMNUV��L�iv��[p�������§̈�MN©ª«¬­��LÛÜ�ÒÓjl~�ÝÞ� Í©ª«ßàÈ§́�MNUV��L¡�ÛÜ�¡���áâãä�ǻæ��ÒÓçlènéê�ë ãìíî�¡�¨̈æ������ ���	
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